
明治期における二松學舍の漢学教育

— （1 —

【
研
究
ノ
ー
ト
】

明
治
期
に
お
け
る
二
松
學
舍
の
漢
学
教
育

―
二
十
年
代
後
半
か
ら
三
十
年
代
を
中
心
と
し
て

清
水　

信
子

は
じ
め
に

明
治
期
に
お
け
る
二
松
學
舍
の
漢
学
教
育
に
つ
い
て
は
、「
二
松
學
舍

舎
則
」「
二
松
學
舍
規
則
」、『
二
松
学
友
会
誌
』『
二
松
学
報1

』、
ま
た

『
二
松
學
舍
六
十
年
史
要
』（
二
松
學
舍
、
一
九
三
七
（『
二
松
學
舍
百
年

史
』（
二
松
學
舍
、
一
九
七
七
（
な
ど
各
種
二
松
學
舍
関
係
史
料
に
よ

り
、
学
科
課
程
、
課
目
、
ま
た
講
師
陣
な
ど
そ
の
概
要
は
知
ら
れ
る
。
し

か
し
実
際
の
講
義
内
容
、
塾
生
の
受
講
状
況
な
ど
そ
の
具
体
的
な
様
相
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
知
る
た

め
に
は
当
時
の
在
塾
生
の
講
義
筆
記
な
ど
旧
蔵
資
料
が
有
用
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
ら
二
松
學
舍
関
係
者
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
二
松
學
舍
大
学
私
立
大

学
戦
略
的
研
究
基
盤
形
成
支
援
事
業
（
Ｓ
Ｒ
Ｆ
（「
近
代
日
本
の
「
知
」

と
形
成
と
漢
学
」
の
一
環
と
し
て
収
集
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
ひ

と
つ
に
加
藤
復
斎
（
名
は
信
太
郎
、
字
近
義
、
復
斎
は
号
、
ま
た
室
号
為

春
堂
（
の
旧
蔵
資
料
が
あ
る
。
復
斎
は
明
治
二
十
年
代
に
二
松
學
舍
に
入

塾
し
、
の
ち
助
教
、
幹
事
と
な
り
、
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
（
頃
に

塾
頭
に
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
そ
の
旧
蔵
資
料
に
は
二
松
學
舍
在
籍
時
の

講
義
筆
記
類
や
講
義
の
際
に
使
用
し
た
と
み
ら
れ
る
版
本
類
が
数
多
く
残

さ
れ
、
当
時
の
二
松
學
舍
の
講
義
の
様
子
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
加
藤
復
斎
の
旧
蔵
資
料
を
手
が
か
り
と
し
て
、
復

斎
の
二
松
學
舍
在
籍
時
期
で
あ
る
明
治
二
十
年
代
後
半
か
ら
三
十
年
代
を

中
心
と
し
た
二
松
學
舍
に
お
け
る
講
義
、
漢
学
教
育
の
実
際
を
明
ら
か
に

し
て
い
く
。
な
お
本
稿
に
お
け
る
人
名
表
記
は
姓
号
を
基
本
と
し
た
。

一
、
明
治
期
に
お
け
る
二
松
學
舍
の
学
科
課
程

二
松
學
舍
は
、
明
治
十
年
（
一
八
七
七
（
十
月
六
日
、
三
島
中
洲
の
長

男
桂
が
東
京
府
知
事
楠
本
正
隆
宛
に
「
私
立
漢
学
設
立
願
」
を
提
出
し
、

同
八
日
に
認
可
さ
れ
、
創
立
さ
れ
る
。
な
お
、
同
十
日
に
伝
達
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
創
立
記
念
日
は
十
月
十
日
と
し
て
い
る
。
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「
私
立
漢
学
設
立
願
」
に
は
「
学
校
位
置
」
を
「
第
三
中
学
校
区
内
」、

「
学
科
」
を
「
漢
学（

」
と
し
、
中
学
と
し
て
申
請
し
て
認
可
さ
れ
た
が
、

明
治
五
年
（
一
八
七
二
（
に
発
布
さ
れ
た
「
学
制（

」
第
三
十
条
に
よ
れ

ば
、

　

当
今
中
学
ノ
書
器
未
タ
備
ラ
ス
此
際
在
来
ノ
書
ニ
ヨ
リ
テ
之
ヲ
教
ル

モ
ノ
或
ハ
学
業
ノ
順
序
ヲ
踏
マ
ス
シ
テ
洋
語
ヲ
教
ヘ
又
ハ
医
術
ヲ
教
ル

モ
ノ
通
シ
テ
変
則
中
学
ト
称
ス
ヘ
シ

　
　

但
私
宅
ニ
於
テ
教
ル
モ
ノ
ハ
之
ヲ
家
塾
ト
ス

と
し
て
当
時
、
洋
学
塾
、
医
学
塾
は
正
規
の
中
学
に
対
し
「
変
則
中
学
」

と
さ
れ
て
お
り
、
漢
学
塾
の
二
松
學
舍
も
同
様
に
「
変
則
中
学
」
と
し
て

認
可
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

明
治
十
年
代
前
半
の
二
松
學
舍
の
学
科
課
程
は
、
十
一
年
（
一
八
七

八
（
二
月
に
舎
則
が
改
め
ら
れ
、「
級
」
と
「
課
」
に
分
け
た
級
課
制
が

と
ら
れ
た
。
第
一
か
ら
第
四
の
四
級
に
分
け
、
さ
ら
に
各
級
を
三
課
に
分

け
、
第
四
級
第
三
課
か
ら
第
一
課
第
一
級
へ
と
毎
年
二
回
の
試
験
に
よ
り

進
級
し
た
。
こ
れ
は
中
洲
が
変
則
中
学
か
ら
正
規
の
中
学
と
す
べ
く
「
学

制
」
の第

四
十
八
章 　

生
徒
ハ
諸
学
科
ニ
於
テ
必
ス
其
等
級
ヲ
蹈
マ
シ
ム
ル

コ
ト
ヲ
要
ス
、
故
ニ
一
級
毎
ニ
必
ス
試
験
ア
リ
、
一
級

卒
業
ス
ル
者
ハ
試
験
状
ヲ
渡
シ
、
試
験
状
ヲ
得
ル
モ
ノ

ニ
非
サ
レ
ハ
進
級
ス
ル
ヲ
得
ス
（
傍
線
引
用
者
（

第
四
十
九
章 　

生
徒
学
等
ヲ
終
ル
時
ハ
大
試
験
ア
リ
小
学
ヨ
リ
中
学

ニ
移
リ
中
学
ヨ
リ
大
学
ニ
進
ム
等
ノ
類

に
準
拠
し
た
こ
と
に
よ
る（

。
し
か
し
ま
た
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
（
に

は
、
府
県
に
対
す
る
「
中
学
校
教
則
大
綱
」（「
文
部
省
布
達
」
第
二
十
八

号
（
が
定
め
ら
れ
、
中
学
校
教
育
に
関
す
る
準
則
を
設
け
、
新
た
な
中
学

校
の
資
格
が
確
立
し
た
こ
と
に
よ
り
、
二
松
學
舍
は
「
私
立
各
種
学
校
」

と
な
っ
た
。

級
課
制
と
な
っ
た
当
初
、
明
治
十
一
年
の
講
義
は
全
級
課
共
通
し
て

『
書
経
』『
荘
子
』『
文
章
軌
範
』
等
が
行
わ
れ
、
第
四
級
第
三
課
お
よ
び

第
二
課
で
は
素
読
を
主
と
し
た
。
そ
し
て
第
三
級
が
修
了
す
る
と
『
論

語
』『
春
秋
左
氏
伝
』『
唐
宋
八
家
文
』
等
を
輪
講
し
た（

。
そ
れ
は
翌
十
二

年
（
一
八
七
九
（
に
改
正
さ
れ
、
第
四
級
第
二
課
か
ら
始
ま
り
、
講
義
課

目
は
以
下
の
通
り
各
級
課
別
に
定
め
ら
れ
た（

。

第
四
級　

第
二
課　

四
書
素
読

　
　
　
　

第
一
課　

五
経
素
読
〈 

或
ハ
日
本
外
史
、
八
家
文
ヲ
以

テ
、
之
ニ
代
ル
モ
ノ
妨
ケ
ナ
シ
、〉

第
三
級　

第
三
課　

日
本
外
史
、
十
八
史
略

　
　
　
　

第
二
課　

日
本
政
記
、
元
明
史
略

　
　
　
　

第
一
課　

清
史
覧
要
、
席
上
復
文

第
二
級　

第
三
課　

正
文
章
軌
範
、
席
上
記
事
文

　
　
　
　

第
二
課　

孟
子
、
史
記

　
　
　
　

第
一
課　

論
語
、
左
伝

第
一
級　

第
三
課　

唐
宋
八
家
文
、
席
上
議
論
文
并
ニ
詩



明治期における二松學舍の漢学教育

— （（ —

　
　
　
　

第
二
課　

韓
非
子
、
大
日
本
史
、
大
学
、
中
庸

　
　
　
　

第
一
課　

資
治
通
鑑
、
宋
元
通
鑑
、
詩
経
、
書
経
、
荘
子

級
課
制
は
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
（
に
廃
止
さ
れ
、
一
、
二
、
三
の

三
級
制
と
な
り
、
級
ご
と
に
以
下
の
講
義
が
な
さ
れ
た（

。

三
級　

  

日
本
外
史
、
日
本
政
記
、
皇
朝
史
略
、
十
八
史
略
、
論
語
、

孟
子
、
文
章
軌
範

二
級　

唐
宋
八
家
文
、
論
語
、
大
学
、
春
秋
左
氏
伝
、
戦
国
策

一
級　

  

詩
経
、
韓
非
子
、
荀
子
、
荘
子
、
列
子
、
礼
記
、
易
経
、
書
経

明
治
十
年
代
後
半
か
ら
二
十
年
代
の
二
松
學
舍
の
塾
生
数
に
つ
い
て

『
二
松
學
舍
百
年
史
』
に
よ
れ
ば
、
経
済
界
の
不
況
、
資
本
主
義
発
達
に

伴
う
洋
学
の
優
位
性
な
ど
に
よ
り
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
（
頃
か
ら

同
二
十
年
代
前
半
に
か
け
て
塾
生
は
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
同
二
十
八

年
（
一
八
九
五
（
の
日
清
戦
争
の
勝
利
に
よ
り
東
洋
学
が
復
興
し
、
塾
生

も
増
加
し
て
き
た（

。
ま
た
翌
二
十
九
年
、
中
洲
が
東
宮
御
用
掛
を
命
ぜ
ら

れ
東
宮
侍
講
に
任
ぜ
ら
れ
る
と
、
ま
た
さ
ら
に
塾
生
は
急
激
に
増
加
し
た

と
い
う（

。

明
治
二
十
年
代
の
学
科
課
程
は
、
前
半
の
詳
細
は
不
明
な
が
ら
、
後
半

の
二
十
八
年
九
月
に
「
二
松
學
舍
規
則
」
が
定
め
ら
れ（1

、
新
た
に
「
尋
常

部
」「
高
等
部
」
の
二
部
に
分
け
ら
れ
た
。
尋
常
部
が
年
三
期
二
年
制
、

高
等
部
が
年
二
期
三
年
制
で
、「
高
等
部
ハ
文
学
ノ
高
尚
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
教

へ
、
尋
常
部
ハ
平
易
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
授
ケ
以
テ
高
等
部
ニ
入
ル
予
備
ト
」

（
第
二
章　

学
科
課
程　

第
二
条
（
し
、「
課
目
」
は
修
学
内
容
別
に
尋
常

部
は
「
素
読
」「
講
読
」「
訓
点
」「
訳
文
」「
作
文
」
の
五
課
、
高
等
部
は

「
経
書
」「
歴
史
」「
子
集
」「
文
法
」「
詩
賦
」「
古
典
」
の
六
課
で
、
各
々

教
材
と
す
る
文
献
を
定
め
講
義
が
な
さ
れ
た
（【
表
１
】
参
照
（。
加
藤
復

斎
は
こ
の
課
程
の
時
期
に
受
講
し
て
い
る
。

こ
の
学
科
課
程
に
よ
れ
ば
初
等
課
程
に
あ
た
る
「
尋
常
部
」
で
は
「
素

読
」「
訓
点
」
と
い
う
漢
文
訓
読
の
基
礎
か
ら
始
ま
り
、「
講
読
」「
訳

文
」「
作
文
」
と
も
っ
ぱ
ら
漢
文
読
解
の
習
熟
に
努
め
、
内
容
理
解
、
解

釈
に
つ
い
て
は
高
等
課
程
に
あ
た
る
「
高
等
部
」
に
お
い
て
、「
文
法
」

で
引
き
続
き
漢
文
読
解
能
力
を
養
い
つ
つ
「
経
書
」「
歴
史
」「
子
集
」

「
文
章
」「
詩
賦
」「
古
典
」
と
分
野
別
に
学
ん
で
い
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

ま
た
課
外
で
、

第
四
条 　

高
等
部
ノ
詩
文
ハ
毎
月
十
日
二
十
五
日
ヲ
以
テ
添
削
日
ト

シ
テ
、
一
人
一
回
ニ
文
ナ
レ
ハ
一
篇
、
詩
ナ
レ
ハ
五
首
ヲ
限

リ
ト
ス
。
毎
回
詩
文
題
ヲ
掲
示
ス
ト
雖
モ
自
撰
ノ
題
ニ
テ
作

ル
モ
妨
ケ
ナ
シ
。
但
シ
文
一
篇
四
百
字
位
、
古
詩
ハ
三
篇
ヲ

限
リ
ト
ス
。

第
五
条 　

尋
常
部
生
徒
ニ
シ
テ
漢
文
ヲ
作
ル
能
ハ
サ
ル
者
ノ
為
メ

ニ
、
漢
文
和
訳
、
和
文
漢
訳
ノ
外
、
更
ニ
毎
週
仮
名
文
ノ
添

削
ヲ
為
ス
。
但
シ
一
人
一
篇
ヲ
限
リ
ト
ス
。

と
し
て
、
塾
生
が
提
出
す
れ
ば
高
等
部
で
は
詩
文
、
尋
常
部
で
は
漢
文
和

訳
、
和
文
漢
訳
、
仮
名
文
の
添
削
が
受
け
ら
れ
た
。
な
お
、
加
藤
復
斎
の

旧
蔵
資
料
に
は
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
（
か
ら
翌
十
五
年
、
同
二
十
四
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【表1】

　
　
　
年
期

　
課
目

　
素
読

　
講
読

　
訓
点

　
訳
文

　
作
文

　
　
　
年
期

　
課
目

　
経
書

　
歴
史

　
子
集

　
文
法

　
文
章

　
詩
賦

　
古
典

　
第
一
期

　
四
書
若
ク
ハ

　
十
八
史
略

　
素
読
用
書
ノ
内

　
俗
用
往
復
文

　
第
一
期

　
論
語

　
大
日
本
史

　
唐
宋
八
大
家
文

　
経
書
及
ヒ

　
子
集
ヲ
用
フ

　
漢
文
ノ
書
牘
序
記

　
第
二
期

　
五
経
若
ク
ハ

　
日
本
外
史

　
仝
上

　
漢
文
和
訳

　
仝
上

　
第
二
期

　
大
学

　
左
伝

　
仝
上

　
仝
上

　
仝
上

　
仝
上

　
第
三
期

　
日
本
外
史

　
十
八
史
略

　
講
読
用
書
ノ
内

　
仝
上

　
片
仮
名
交
文
ノ

　
書
牘
序
記

　
第
一
期

　
中
庸

　
左
伝

　
資
治
通
鑑

　
韓
非
子

　
孫
子
　
呉
子

　
仝
上

　
漢
文
ノ
論
説

　
五
七
言
絶
句

　
制
度
通

　
第
一
期

　
日
本
政
記

　
元
明
史
略

　
仝
上

　
復
文

　
仝
上

　
第
二
期

　
詩
経

　
仝
上

　
近
思
録

　
荀
子

　
仝
上

　
仝
上

　
仝
上

　
文
献
通
考
一
班

　
第
二
期

　
文
章
軌
範

　
小
学

　
仝
上

　
和
文
漢
訳

　
片
仮
名
交
文
ノ

　
序
記
論
説

　
第
一
期

　
書
経

　
宋
元
通
鑑

　
荘
子

　
管
子

　
仝
上

　
漢
文
ノ
策
論
表
状

　
律
詩

　
唐
六
典

　
第
三
期

　
皇
朝
史
略

　
孟
子
史
記

　
仝
上

　
仝
上

　
仝
上

　
第
二
期

　
周
易

　
仝
上

　
伝
習
録

　
老
子

　
仝
上

　
仝
上

　
仝
上

　
周
官

　
明
治
二
十
九
年
「

二
松
學
舍
規
則

」
第
二
章
　
学
科
課
程
　
第
三
条
　
課
程

　
尋
常
部
課
程
表

　
高
等
部
課
程
表

　
第
一
年

　
第
二
年

　
第
一
年

　
第
二
年

　
第
三
年

【
表
１
】
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年
（
一
八
九
一
（
か
ら
三
十
年
（
一
九
〇
一
（
の
作
詩
文
の
課
題
を
筆
記

し
た
『
松
黌
詩
文
題
』
が
残
る
。
初
期
の
十
四
年
十
五
年
部
分
は
三
島
中

洲
自
身
の
手
控
え
『
詩
文
課
題
』
か
ら
移
写
し
た
も
の
で
、
二
十
四
年
以

降
の
詩
文
が
復
斎
自
身
が
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。

当
該
期
間
の
講
師
陣
に
つ
い
て
は
、
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
（
刊

『
二
松
学
友
会
誌
』（
以
下
略
『
学
友
会
誌
』（
第
一
輯
の
「
彙
報
」
に

「
授
業
は
毎
八
時
間
以
上
に
て
其
受
持
は
左
の
如
し
」
と
し
て
、

中
洲
夫
子　
　
　
　
　

  
詩
経　

唐
宋
八
家
文　

伝
集
録　

孫
子　

荀

子　

孟
子
〈
輪
／
講
〉

細
田
謙
蔵
氏　
　
　
　

春
秋
左
氏
伝

山
田
準
氏　
　
　
　
　

荘
子　

続
文
章
軌
範

池
田
四
郎
次
郎
氏　
　

論
語　

史
記
本
紀

三
島
廣
氏　
　
　
　
　

日
本
政
記

河
合
輗
次
郎
氏　
　
　

史
記
列
伝　

正
文
章
軌
範　

質
問
素
読

速
水
柳
平
氏　
　
　
　

詩
〈
席
／
上
〉　

復
文　

訳
文　

日
本
外
史

加
藤
信
太
郎
氏　
　
　

文
〈
席
／
上
〉

和
泉
良
之
助
氏　
　
　

十
八
史
略

　

以
上
の
外
詩
文
方
は
川
北
梅
山
翁
、
久
保
雅
友
氏
両
人
に
て
担
任
せ

ら
る
。

と
、
当
該
年
の
講
師
陣
が
掲
載
さ
れ
る
。
加
藤
信
太
郎
は
す
な
わ
ち
復
斎

で
、
作
文
、
復
文
を
担
当
し
て
い
た
。

明
治
三
十
年
代
に
入
る
と
、
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
（
に
は
三
月
に

「
教
員
免
許
令
」（
勅
令
第
百
三
十
四
号
（、
六
月
に
「
教
員
検
定
ニ
関
ス

ル
規
程
」（
文
部
省
令
第
十
号
（
が
制
定
さ
れ
た
。
ま
た
十
二
月
に
は
文

部
省
が
高
等
教
育
会
議
に
お
い
て
師
範
学
校
中
学
校
令
の
改
正
案
を
提
出

し
、
従
来
の
国
語
漢
文
科
を
改
め
国
語
科
と
し
、
国
語
科
の
下
に
漢
文
を

教
授
す
る
こ
と
を
諮
問
し
、
中
学
校
で
の
漢
文
科
を
廃
止
す
る
、
い
わ
ゆ

る
「
師
範
中
学
漢
文
科
名
存
廃
問
題
」
が
起
こ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
二
松

學
舍
で
は
翌
三
十
四
年
二
月
、
細
田
剣
堂
（
謙
蔵
、
一
八
五
八
～
一
九
四

五（（

（
を
中
心
と
し
て
貴
衆
両
議
院
に
「
師
範
学
校
中
学
校
漢
文
科
名
称
存

置
請
願
書
」
を
提
出
し
た
。
こ
れ
ら
の
影
響
は
少
な
く
な
く
、
二
松
學
舍

で
は
入
学
者
も
減
少
し
、
そ
の
対
策
の
必
要
が
あ
っ
た
。
ま
ず
、「
教
員

免
許
令
」「
教
員
検
定
ニ
関
ス
ル
規
程
」
に
つ
い
て
は
教
員
免
許
資
格
取

得
の
た
め
の
文
部
省
教
員
検
定
試
験
、
い
わ
ゆ
る
文
検
に
対
応
す
る
べ

く
、
三
十
三
年
七
月
に
国
語
科
を
設
置
し
、
翌
三
十
四
年
四
月
に
は
「
二

松
學
舍
規
則
」
を
改
定
し
、「
文
部
省
制
定
ノ
師
範
中
学
校
等
ノ
国
語
漢

文
科
検
定
試
験
ニ
応
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ヘ
キ
学
力
ヲ
養
成
ス
」（
第
一
章　

学
科
課
程　

第
一
条
（
る
た
め
新
た
に
「
受
験
科
」
を
設
け
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
明
治
期
の
二
松
學
舍
は
「
中
学
校
」
と
し
て
で
は
な
く
、
文
検
に

対
応
す
る
学
力
養
成
機
関
と
い
う
一
面
を
持
っ
た
「
私
立
各
種
学
校
」
と

し
て
進
展
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

新
た
に
「
本
科
」「
受
験
科
」
の
二
科
制
と
な
り
、
各
修
学
期
間
は
本

科
は
従
前
通
り
尋
常
部
二
年
（
年
三
期
制
か
ら
二
期
制
に
変
更
（、
高
等

部
三
年
の
二
部
五
年
、
受
験
科
は
三
年
で
各
修
学
課
目
も
異
な
り
、
本
科



日本漢文学研究 14

— （（ —

【
表
２
】

【表2】

　
　
　
年
期

　
課
目

　
素
読

　
講
読

　
文
章

　
　
　
年
期

　
課
目

　
講
読

　
文
学
史

　
解
題

　
詩
文
話

　
第
一
期

　
日
本
外
史

　
十
八
史
略
　
四
書

　
日
本
外
史

　
十
八
史
略
　
蒙
求

　
小
学
外
篇

　
俗
用
尺
牘
文

　
仮
字
交
記
事
文

　
文
法
口
授
素

　
第
一
期

　
史
記
世
家
本
紀

　
唐
宋
八
家
文

　
大
日
本
史

　
資
治
通
鑑

　
論
語

　
上
古
史

　
経
史
集

　
篇
法
章
法

　
句
法
字
法

　
詩
文
諸
体

　
作
法

　
第
二
期

　
四
書
　
五
経

　
日
本
外
史

　
十
八
史
略

　
小
学
内
篇

　
仮
字
交
記
事
文

　
復
文

　
文
法
口
授

　
第
二
期

　
唐
宋
八
家
文

　
大
日
本
史

　
資
治
通
鑑

　
左
伝

　
大
学

　
同
上

　
同
上

　
同
上

　
第
二
年

　
第
一
期

　
日
本
政
記

　
元
明
史
略

　
孝
経

　
仮
字
交
序
記
論
説

　
復
文

　
文
法
口
授

　
第
二
年

　
第
一
期

　
左
伝

　
宋
元
通
鑑

　
戦
国
策
　
荀
子

　
孫
子
　
呉
子

　
中
庸

　
中
古
史

　
経
史
子

　
同
上

　
第
二
期

　
史
記
列
伝

　
正
続
文
章
軌
範

　
孟
子

　
仮
字
交
序
記
論
説

　
和
文
漢
訳

　
文
法
口
授

　
第
二
期

　
宋
元
通
鑑

　
戦
国
策

　
韓
非
子

　
近
思
録

　
詩
経

　
同
上

　
同
上

　
同
上

　
第
三
年

第
一
期

　
詩
経

　
書
経

　
列
子

　
荘
子

　
管
子

　
近
世
史

　
同
上

　
同
上

第
二
期

　
書
経

　
周
易

　
墨
子

　
老
子

　
伝
習
録

　
同
上

　
同
上

　
同
上

　
明
治
三
十
四
年
「

二
松
學
舍
規
則

」
第
一
章
　
学
科
課
程
　
第
二
条
　
課
程

　
第
一
年

　
本
科
課
程
表

　
　
高
等
部

　
第
一
年

　
　
尋
常
部
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【表2】

　
文
章

　
詩
賦

　
古
典

　
　
　
年
期

　
課
目

　
法
制

　
漢
文
ノ
書
牘
序
記

　
絶
句

　
制
度
通

　
同
上

　
絶
句

　
文
献
通
考
一
班

　
漢
文
序
記
論
説

　
律
詩

　
唐
六
典

　
漢
文
序
記
論
説
題
跋

　
同
上

　
唐
六
典

　
漢
文
序
記
論
説
表
状

　
古
詩

　
三
礼

　
同
上

　
同
上

　
三
礼

　
受
験
科
課
程
表

　
文
章
詩
歌

　
絶
句

　
律
詩

　
古
詩

　
近
世
文
歌
諸
体

　
中
古
文
同
上

　
中
古
文
及
古
文
同
上

　
同
上

　
同
上
及
語
学
史

　
和
文
漢
訳

　
漢
文
和
訳

　
序
記
論
説

　
序
記
論
説
題
跋

　
解
題

　
文
典

　
漢
文
典

（
口
授

）

　
国
文
典

　
同
上

　
同
上

　
漢
書

　
同
上

　
同
上

　
国
書

　
同
上

　
同
上

　
本
朝
法
制
史

（
口
授

）

　
同
上

　
同
上

　
文
学
史

　
支
那
文
学
史

（
上
古
史

）

　
本
朝
文
学
史

（
上
古
史
／
中
古
史

）

　
同
上

（
中
古
史

）

　
同
上

（
中
古
史
／
近
世
史

）

　
同
上

（
近
世
史

）

　
同
上

（
近
世
史

）

　
講
読

　
唐
宋
八
家
文
　
史
記
列
伝
　
孟
子
　
論
語

　
荀
子
　
孫
子

　
唐
宋
八
家
文
　
史
記
列
伝
　
左
伝
　
資
治
通
鑑

　
大
学
　
韓
非
子
　
金
元
明
清
文

　
左
伝
　
資
治
通
鑑
　
国
語
　
中
庸
　
書
経

　
礼
記
　
老
子
　
荘
子
　
金
元
明
清
文
　
文
選

　
方
丈
記
　
保
元
平
治
物
語
　
折
た
く
柴
の
記

　
土
佐
日
記
　
古
今
集
　
駿
台
雑
話

　
徒
然
草
　
十
六
夜
日
記
　
藩
翰
譜
　
読
史
余
論

　
平
家
物
語
　
新
古
今
集
　
増
鏡

　
大
鏡
　
枕
草
子
　
万
葉
集
　
源
氏
物
語

　
祝
詞
　
宣
命

　
第
一
年

　
第
二
年

　
第
三
年
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の
課
目
も
改
訂
さ
れ
た
（【
表
２
】
参
照
（。

二
、
加
藤
復
斎
と
旧
蔵
資
料

（
一
）
加
藤
復
斎

加
藤
復
斎
に
つ
い
て
は
、
生
卒
年
、
入
塾
年
な
ど
二
松
學
舍
在
籍
以
前

に
つ
い
て
の
詳
細
は
不
明
な
が
ら
、
上
京
以
後
の
明
治
二
十
四
年
（
一
八

九
一
（
か
ら
同
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
（
に
つ
い
て
は
日
記
が
残
さ
れ
て

い
る（1

。
そ
こ
に
は
聴
講
の
記
録
や
読
書
、
購
書
、
書
写
し
た
文
献
な
ど
の

学
習
状
況
か
ら
交
流
し
た
人
物
、
出
向
い
た
場
所
な
ど
日
常
が
記
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
（
以
降
に
つ
い
て
は
、『
学
友

会
誌
』
の
「
彙
報
」
に
そ
の
名
「
加
藤
信
太
郎
」
が
散
見
し
、
そ
れ
ら
の

記
事
か
ら
消
息
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
、
日
記
、『
学
友
会
誌
』

に
よ
り
、
上
京
以
後
の
事
績
を
た
ど
っ
て
い
く
。

復
斎
が
郷
里
陸
前
遠
田
郡
涌
谷
か
ら
上
京
し
二
松
學
舍
に
入
塾
し
た
の

は
、
明
治
二
十
四
年
前
後
と
思
わ
れ
、
そ
の
当
時
の
様
子
に
つ
い
て
は
、

同
年
十
月
か
ら
翌
二
十
五
年
十
一
月
二
十
七
日
ま
で
続
く
「
在
京
日
志
」

と
題
さ
れ
た
日
記
に
見
え
る
。
そ
の
『
在
京
日
志
』
に
は
二
松
學
舍
に
関

す
る
記
述
は
「
在
塾
」
と
あ
る
ば
か
り
で
、
外
部
の
講
演
を
聴
講
し
た

り
、
知
人
を
訪
ね
た
り
と
各
所
に
出
向
い
た
記
録
が
中
心
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
十
月
、
十
一
月
の
日
記
（
原
文
無
点
、
以
下
同
（
に
は

三
日　

晴
。
十
一
時
訪
郷
友
佐
藤
静
亮
君
於
神
田
錦
街
之
寓
。
午
後

一
時
共
聴
重
野
成
斎
論
語
新
古
注
異
同
之
論
、
高
島
嘉
右
衛
門
周
易

活
断
（
高
島
氏
雑
滑
稽
之
語
以
演
其
説
。
実
使
人
抱
腹
絶
倒
。（
岡

本
韋
庵
愛
国
説
（
就
千
島
新
論
（。
岡
本
氏
説
慷
慨
淋
漓
、
使
人
泣

満
堂
同
感
拍
手
喝
埰
。
…

と
、
友
人
と
連
れ
だ
っ
て
重
野
成
斎
*1
、
高
島
嘉
右
衛
門
*（
、
岡
本
韋
庵

*（
な
ど
の
講
演
を
聴
き
に
出
か
け
、

*1　

 

重
野
成
斎
…
文
政
十
年
（
一
八
二
七
（
～
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一

〇
（。
名
は
安
繹
、
字
は
士
徳
、
成
斎
は
号
。
昌
平
黌
に
学
び
、
塩
谷

宕
陰
、
安
井
息
軒
な
ど
の
教
え
を
受
け
る
。
維
新
後
、
修
史
館
に
つ
と

め
、
の
ち
帝
国
大
学
教
授
。
斯
文
黌
で
も
教
授
し
、
復
斎
も
受
講
し
て

い
る
。

*（　

 

高
島
嘉
右
衛
門
…
天
保
三
年
（
一
八
三
二
（
～
大
正
三
年
（
一
九
一

四
（。
実
業
家
、
易
断
家
。
二
松
学
友
会
会
員
。
実
業
家
と
し
て
様
々

な
事
業
を
興
し
、
そ
の
ひ
と
つ
愛
知
セ
メ
ン
ト
（
熱
田
セ
メ
ン
ト
（
に

は
明
治
二
十
年
代
の
二
松
學
舍
で
副
幹
事
、
助
教
を
つ
と
め
た
速
水
柳

平
が
番
頭
を
つ
と
め
た
。

*（　

 

岡
本
韋
庵
…
天
保
十
年
（
一
八
三
九
（
～
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇

四
（。
通
称
は
文
平
。
号
は
韋
庵
。
開
拓
使
判
官
と
し
て
樺
太
開
拓
に

務
め
、
の
ち
台
湾
総
督
府
国
語
学
校
な
ど
で
教
鞭
を
と
る
。

八
日　

微
陰
。
写
孟
子
洪
然
章
或
問
図
解
。
在
塾

と
、「
孟
子
洪
然
章
或
問
図
解
」、
す
な
わ
ち
山
田
方
谷
『
孟
子
養
気
章
或

問
図
解
』
を
写
し
、
ま
た
同
月
十
一
日
は
、

十
一
日　

晴
。
午
後
聴
西
村
茂
樹
良
心
論
、
黒
川
真
頼
古
代
婦
人
之
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装
之
演
説
於
上
野
学
士
会
院
。
聴
者
一
百
有
余
人
。
中
洲
先
生
、
重

野
成
斎
、
及
加
藤
文
学
博
士
等
亦
会
焉
。
…

と
、
西
村
茂
樹
*（
、
黒
川
真
頼
*（
の
講
演
を
聴
き
に
出
か
け
て
い
る
。

*（　

 
西
村
茂
樹
…
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
（
～
明
治
三
十
五
年
（
一
九

〇
二
（。
名
は
鼎
、
字
は
重
器
、
泊
翁
と
号
す
。「
明
六
社
」
に
参
加

し
、
東
京
修
身
学
社
（
の
ち
の
日
本
弘
道
会
（
を
創
設
し
、
国
民
道
徳

の
普
及
に
努
め
た
。

*（　

 

黒
川
真
頼
…
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
（
～
明
治
三
十
九
年
（
一
九

〇
六
（。
名
は
別
に
寛
長
、
荻
斎
、
万
里
と
号
す
。
黒
川
春
村
に
学

び
、
の
ち
養
子
と
な
っ
て
黒
川
家
の
学
統
を
継
承
。

ま
た
翌
十
一
月
に
は
、

一
日　

観
菊
華
花
於
団
子
坂
。
夜
帰
寓
。
晴

二
日　

晴
在
塾

三
日　

拝
観
観
兵
式
於
青
山
練
兵
場
。　

天
皇
陛
下
皇
子
殿
親
臨
。

と
、
観
菊
や
観
兵
式
に
出
か
け
、

廿
一
日　

微
陰
。
聴
長
三
洲
演
説
於
斯
文
黌
（
其
論
題
正
其
道
不
謀

其
利　

其
義
不
計
其
功
（。
夜
有
茶
話
会
。

と
、
斯
文
黌
に
て
長
三
洲
*（
の
演
説
を
聴
き
に
行
く
な
ど
、
向
学
心
と
好

奇
心
に
満
ち
た
様
子
が
窺
え
る
。

*（　

 

長
三
洲
…
天
保
四
年
（
一
八
三
三
（
～
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九

五
（。
名
は
炗
。
文
部
官
僚
と
し
て
日
本
の
学
制
の
礎
を
築
い
た
。
明

治
書
家
の
第
一
人
者
。

斯
文
黌
は
、
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
（、
岩
倉
具
視
（
一
八
二
五
～

一
八
八
三
（
が
、
谷
干
城
（
一
八
三
七
～
一
九
一
一
（、
川
田
甕
江
（
一

八
三
〇
～
一
八
九
六
（、
重
野
成
斎
ら
と
設
立
趣
意
書
を
作
成
し
、
主
に

宮
内
省
か
ら
の
支
援
を
受
け
て
発
会
し
た
斯
文
学
会
に
よ
り
創
設
さ
れ
た

学
校
で
、
四
書
五
経
、
唐
宋
八
大
家
文
な
ど
各
種
漢
学
の
講
義
が
行
わ
れ

た
。
復
斎
も
上
京
し
て
二
松
學
舍
に
入
塾
し
た
直
後
、
同
二
十
四
年
（
一

八
九
一
（
頃
よ
り
受
講
し
て
お
り
、
旧
蔵
資
料
に
は
同
年
か
ら
三
十
年

（
一
八
九
七
（
ま
で
の
各
種
講
義
筆
記
が
残
さ
れ
て
い
る（1

。
斯
文
学
会
か

ら
は
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
（
か
ら
同
十
九
年
（
一
八
八
六
（
ま
で
の

講
義
筆
記
（
第
一
号
か
ら
第
六
十
九
号
（
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

復
斎
が
受
講
し
た
時
期
の
も
の
は
な
く
、
こ
の
復
斎
の
講
義
筆
記
は
貴
重

な
も
の
で
あ
る
。

続
く
二
十
六
年
（
一
八
九
三
（
か
ら
二
十
八
年
（
一
八
九
五
（
に
か
け

て
の
日
記
に
は
次
第
に
日
々
受
講
し
た
講
義
の
記
述
が
増
え
る
。
と
り
わ

け
『
為
春
堂
日
誌
』
と
題
さ
れ
た
二
十
八
年
四
月
か
ら
翌
二
十
九
年
四
月

の
日
記
は
聴
講
の
記
述
が
詳
し
く
、
こ
の
時
期
の
二
松
學
舍
の
講
義
状

況
、
ま
た
塾
生
の
日
常
が
察
知
さ
れ
る
。
二
松
學
舍
の
学
科
課
程
が
「
尋

常
部
」「
高
等
部
」
の
二
部
に
分
け
ら
れ
た
頃
で
あ
る
。
た
と
え
ば
二
十

八
年
四
月
の
記
述
は
、

一
日　

朝
四
時
起
。
六
時
半
至
七
時
半
、
聴
久
保
塾
頭
*（
論
語
講

義
、
七
時
半
至
八
時
半
、
聴
中
洲
先
生
易
経
講
義
。
午
後
二
時
列
八

家
文
輪
講
席
、
右
了
。
閲
永
見
某
文
稿
。
五
時
半
行
有
信
舘
*（
、
九

時
帰
塾
。
読
八
家
文
、
十
一
時
就
寝
。
終
日
晴
天
夜
亦
星
満
天
。
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二
日　

朝
四
時
起
。
不
上
中
洲
先
生
韓
非
子
講
筵
。
五
時
半
行
有
信

舘
、
九
時
半
帰
塾
、
十
二
時
就
寝
。
…
。

三
日　

四
時
半
起
。
六
時
三
十
分
至
七
時
三
十
分
聴
久
保
塾
頭
*（
論

語
講
義
、
七
時
三
十
分
至
八
時
三
十
分
列
八
家
文
輪
講
席
。
…
五
時

五
十
分
頃
有
信
舘
ニ
赴
キ
、
九
時
帰
塾
、
十
二
時
就
寝
。
…
尚
在
寝

中
読
論
語
先
進
篇
。

四
日
、
三
日
夜
ヨ
リ
徹
夜
、
…
四
時
半
燈
ヲ
滅
シ
テ
眠
ニ
就
ク
。
六

時
半
起
、
聴
久
保
幹
事
*（
論
語
講
義
、
七
時
半
至
八
時
聴
中
洲
夫
子

詩
経
講
義
。

と
あ
る
（
傍
線
は
引
用
者
、
以
下
同
（。

*（　

 

久
保
塾
頭
・
久
保
幹
事
…
久
保
檜
谷
。
文
久
元
年
（
一
八
六
一
（
～

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
（、
名
は
雅
友
。
明
治
十
六
年
（
一
八
八

三
（
に
二
松
學
舍
に
入
塾
し
の
ち
塾
頭
、
幹
事
と
な
り
、
同
十
七
年

（
一
八
八
四
（
か
ら
同
二
十
九
年
（
一
八
九
六
（
ま
で
講
義
を
担
当
し

た
。

*（　

 

有
信
館
…
神
道
無
念
流
の
剣
術
道
場
。
厳
し
い
稽
古
で
知
ら
れ
、
復

斎
は
後
年
ま
で
定
期
的
に
通
っ
て
い
た
。
な
お
細
田
剣
堂
も
こ
こ
の
門

人
で
、
皆
伝
を
受
け
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
毎
朝
四
時
か
ら
四
時
半
に
は
起
床
し
、
六
時
半
か
ら

始
ま
る
講
義
、
輪
講
に
出
席
し
、
夕
刻
か
ら
は
剣
術
の
稽
古
に
励
み
、
帰

塾
後
は
読
書
、
就
寝
は
十
一
時
半
か
ら
十
二
時
、
時
に
は
徹
夜
し
て
読

書
、
と
い
う
規
則
正
し
く
勤
勉
な
毎
日
を
送
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
頃
よ
り
斯
文
黌
（
斯
文
学
会
（
で
の
聴
講
に
つ
い
て
も
記
さ
れ
、

八
月
の
日
記
（『
為
春
堂
日
誌
』（
で
は
、

廿
六
日　

朝
五
時
起
、
七
時
聴
詩
経
講
義
。
午
後
、
斯
文
学
会
ニ
至

リ
、
会
ノ
事
ニ
就
テ
開
会
ノ
日
等
ヲ
問
フ
。
…

と
、
会
の
詳
細
を
問
い
合
わ
せ
、
そ
の
後
、

（
九
月
（
十
六
日　

四
時
半
起
、
七
時
半
聴
詩
経
講
義
。
三
時
、
聴

南
摩
羽
峯
詩
経
於
斯
文
学
会
。
四
時
半
帰
塾
。
…

十
七
日　

五
時
起
、
七
時
半
聴
近
思
録
講
義
。
午
後
三
時
聴
論
語
講

義
（
根
元
通
明
（
於
斯
文
会
。
…

十
八
日　

五
時
起
、
七
時
半
聴
荀
子
講
義
。
午
後
三
時
聴
土
屋
鳳
州

近
思
録
講
義
於
斯
文
会
。
…

と
あ
り
、
基
本
的
に
朝
に
二
松
學
舍
で
の
講
義
を
受
け
、
午
後
三
時
か
ら

斯
文
黌
で
の
各
種
講
義
を
受
け
て
い
た
。
こ
の
時
期
の
講
義
に
つ
い
て
は

『
斯
文
黌
講
義
筆
記
』
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る（1

。

一
塾
生
と
し
て
二
松
學
舍
で
学
ん
で
い
た
復
斎
で
あ
る
が
、
二
十
八
年

（
一
八
九
五
（
九
月
十
三
日
、「
坐
長
」
と
な
り
、
そ
の
約
一
月
半
後
に

は
、
三
島
中
洲
よ
り
房
長
兼
助
教
と
し
て
作
文
課
担
当
の
命
を
受
け
た
。

そ
れ
に
つ
い
て
は
日
記
（『
為
春
堂
日
誌
』（
に
、

（
九
月
（
十
三
日　

…
此
日
坐
長
命
セ
ラ
レ
、
講
堂
二
階
坐
長
室
ニ

移
ル
。

（
十
一
月
（
二
日　

午
前
九
時
謁
中
洲
先
生
、
受
房
長
嘱
託
之
命
、

并
作
文
課
受
持
之
命
。

と
あ
る
。
助
教
就
任
後
も
、
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廿
一
日　

聴
韓
非
子
講
義
。
午
後
三
時
至
四
時
、
受
持
作
文
課
出

席
。
…

二
十
二
日
…
午
後
三
時
受
持
復
文
課
出
席
。

二
十
六
日
…
作
文
課
受
持
出
席
。

卅
日　

朝
聴
詩
経
講
義
。
正
午
至
一
時
受
持
白
文
訓
点
課
出
席
。
…

と
あ
り
、
午
前
中
は
従
前
通
り
各
種
講
義
を
聴
講
し
、
午
後
に
作
文
課
の

ほ
か
復
文
課
、
白
文
訓
点
課
を
担
当
し
て
い
た
。

明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
五
（
十
二
月
、
山
田
済
斎
（
一
八
六
七
～
一

九
五
二
、
名
は
準
、
字
は
士
表
、
二
松
學
舍
専
門
学
校
校
長
（、
池
田
蘆

洲
（
一
八
六
四
～
一
九
三
三
、
名
は
胤
、
通
称
四
郎
次
郎
、
二
松
學
舍
助

教
（、
西
村
越
渓
（
名
は
豊
（、
児
島
星
江
（
一
八
六
六
～
一
九
三
一
、
名

は
献
吉
郎
、
京
城
帝
国
大
学
教
授
（
四
氏
に
よ
り
詩
文
結
社
「
行
余
文

社
」
が
興
さ
れ
た
。
同
社
は
毎
月
、
中
洲
、
川
北
梅
山
（
一
八
二
三
～
一

九
〇
五
、
名
は
長
顒
、
字
は
有
孚
（
を
迎
え
て
開
会
さ
れ
、
社
員
に
は
、

石
崎
謙
、
宮
内
默
蔵
、
久
保
檜
谷
（
雅
友
（、
本
城
問
亭
（
佐
吉
（、
池
田

精
一
、
河
合
（
久
保
（
輗
次
郎
ら
が
お
り
、
復
斎
も
参
加
し
て
い
る（1

。
そ

れ
に
つ
い
て
は
日
記
に
も
散
見
し
、
た
と
え
ば
明
治
三
十
一
年
（
一
九
九

〇
（
の
日
記
（『
戊
戌
十
一
月
日
誌
』（
に
、

（
十
一
月
（　

十　

日　

…
直
赴
遠
州
楼
行
余
文
会
。
此
日
諸
子
不

会
、
僅
本
城
池
田
胤
二
君
。
会
耳
乃
不
開
文
会
而
散
云
。

と
あ
り
、
明
治
三
十
三
年
の
日
記
に
は
、

（
五
月
（
十
三
日　

下
後
開
行
余
文
会
于
牛
門
神
楽
坂
。
池
蘆
州
輪

番
幹
事
。
会
者
中
洲
先
生
、
小
櫃
鶴
城
、
本
城
鷹
峰
、
中
島
筑
山
、

三
島
士
胖
、
三
島
雷
堂
＊
、
及
余
。

＊ 　

池
蘆
州
（
池
田
蘆
州
（、
小
櫃
鶴
城
（
守
衛
（、
本
城
鷹
峰
（
蕡
（、

中
島
筑
山
（
幹
事
（、
三
島
士
胖
（
廣
、
一
八
七
一
～
？
、
中
洲
二

男
、
二
松
學
舍
助
教
、
初
代
舎
長
（、
三
島
雷
堂
（
復
、
一
八
七
八
～

一
九
二
四
、
中
洲
三
男
、
二
松
學
舍
第
二
代
舎
長
（。

と
、
会
合
の
様
子
が
記
さ
れ
、
旧
蔵
資
料
に
は
「
行
余
文
社
」
の
用
箋
を

使
用
し
た
写
本
が
残
さ
れ
て
い
る（1

。
ま
た
山
田
済
斎
の
遺
稿
に
も
同
じ
く

行
余
文
社
の
用
箋
を
使
用
し
た
詩
文
稿
が
あ
り
、
池
田
蘆
洲
、
復
斎
、
久

保
雅
友
、
細
田
剣
堂
、
中
洲
な
ど
複
数
者
の
批
語
が
朱
、
緑
、
紫
な
ど
各

墨
色
別
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
（、
七
月
十
七
日
よ
り
九
月
五
日
ま
で
の
五

十
日
間
、
細
田
剣
堂
が
設
立
し
た
静
観
書
院
の
夏
期
講
習
会
が
箱
根
で
開

か
れ
、
復
斎
は
そ
の
講
習
員
と
な
っ
た（1

。
こ
の
夏
期
講
習
に
つ
い
て
は
旧

蔵
資
料
に
講
義
録
が
残
さ
れ
て
い
る（1

。
そ
し
て
同
年
、
復
斎
は
静
観
書
院

の
幹
事
と
な
る
べ
く
二
松
學
舍
を
「
退
舎
」
し
た（1

が
、
同
三
十
二
年
（
一

八
九
九
（
頃
に
は
復
籍
し
て
い
る11

。

二
松
學
舍
主
体
の
夏
季
講
習
会
は
、
同
三
十
四
年
（
一
九
九
一
（
に
開

講
が
決
め
ら
れ
、
規
則
、
委
員
、
学
科
、
担
当
講
師
な
ど
が
定
め
ら
れ
、

復
斎
は
幹
事
を
つ
と
め
た1（

。
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
頃
よ
り
二
松
學
舍

で
は
教
員
免
許
の
法
律
改
定
、
漢
文
科
存
廃
問
題
の
影
響
に
よ
る
入
学
者

の
減
少
な
ど
へ
の
対
策
と
し
て
、
文
検
の
た
め
の
「
受
験
科
」
が
設
け
ら
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れ
、
夏
期
講
習
も
そ
れ
に
伴
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
既
述
の
通
り
、

漢
文
科
存
廃
問
題
に
際
し
て
二
松
學
舍
で
は
貴
衆
両
議
院
に
請
願
書
を
提

出
し
た
が
、
復
斎
も
ま
た
別
に
同
郷
の
有
志
と
議
会
に
請
願
書
を
提
出
し

よ
う
と
計
画
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る11

。

復
斎
は
「
退
舎
」
し
た
も
の
の
二
松
學
舍
で
の
講
義
の
聴
講
、
作
文
課

な
ど
の
担
当
は
継
続
し
つ
つ
、
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
（
頃
よ
り
鍋

島
家
（
詳
細
未
詳
（
へ
出
講
し
て
い
る11

。
次
第
に
聴
講
す
る
こ
と
は
少
な

く
な
っ
た
の
か
、
同
三
十
三
年
（
一
九
九
〇
（
の
日
記
に
は
、
鍋
島
家
へ

の
出
講
や
二
松
學
舍
の
自
身
の
受
持
課
の
講
義
状
況
、
文
献
の
書
写
、
ま

た
行
余
文
社
の
会
合
の
記
述
が
中
心
で
あ
る
。

明
治
三
十
五
年
（
一
九
九
二
（
前
後
に
塾
頭
と
な
っ
た
復
斎
で
あ
る

が
、
同
年
七
月
に
は
、
渡
清
の
理
由
は
定
か
で
は
な
い
が
突
如
清
に
渡
り

上
海
周
辺
を
漫
遊
し
た
。
そ
の
際
体
調
を
く
ず
し
一
旦
帰
国
す
る
と
、
湯

治
の
た
め
長
崎
で
過
ご
し
、
再
び
渡
清
す
る
と
上
海
に
居
を
構
え
た
。
翌

三
十
六
年
に
は
帰
国
し
、
九
州
四
国
を
跋
渉
し
た
の
ち
東
京
に
は
戻
ら
ず

郷
里
涌
谷
に
隠
棲
し
た11

。

し
ば
ら
く
郷
里
で
過
ご
し
て
い
た
復
斎
で
あ
っ
た
が
、
明
治
四
十
五
年

（
一
九
一
二
（
に
備
前
・
閑
谷
中
学
校
に
赴
任
し
、
約
一
年
間
教
鞭
を

と
っ
た11

。
そ
の
後
郷
里
に
戻
る
も
大
正
四
年
（
一
九
一
五
（
か
ら
同
七
年

ま
で
阿
波
・
富
岡
中
学
校
に
赴
任
し
、
帰
郷
後
同
十
年
に
そ
の
生
涯
を
閉

じ
た11

。
こ
れ
ら
事
績
を
見
る
と
、
復
斎
は
塾
生
と
し
て
、
ま
た
助
教
、
講
師
と

し
て
、
さ
ら
に
房
長
、
塾
頭
、
各
種
委
員
、
役
員
と
し
て
明
治
期
の
二
松

學
舍
に
お
い
て
主
要
な
人
物
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

よ
っ
て
そ
の
旧
蔵
資
料
は
明
治
期
に
お
け
る
二
松
學
舍
の
漢
学
教
育
を
考

察
す
る
上
で
好
材
料
と
言
え
る
。

翻
っ
て
漢
学
者
と
し
て
復
斎
の
生
涯
を
顧
み
る
に
、
在
塾
中
は
斯
文
黌

も
合
わ
せ
熱
心
に
講
義
を
筆
記
、
整
理
し
、
そ
の
後
も
二
松
學
舍
に
お
い

て
は
助
教
か
ら
各
種
委
員
、
塾
頭
と
し
て
少
な
か
ら
ず
活
躍
し
た
に
も
関

わ
ら
ず
、
同
時
期
の
二
松
學
舍
の
講
師
陣
に
比
し
、
現
在
そ
の
名
を
知
る

者
は
多
く
は
な
い
。

塾
頭
に
な
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
突
如
上
海
に
渡
り
、
そ
の
後
は
二
松

學
舍
は
も
と
よ
り
東
京
に
は
戻
る
こ
と
は
な
く
、
一
時
期
教
鞭
を
と
っ
た

も
の
の
郷
里
に
隠
棲
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
単
に
復
斎
の
個
人
的
事
情

に
よ
る
も
の
か
、
あ
る
い
は
当
時
の
教
育
界
、
社
会
状
況
な
ど
の
影
響
が

あ
る
も
の
か
、
さ
ら
に
一
考
の
余
地
が
あ
る
。

（
二
）
旧
蔵
資
料

復
斎
の
旧
蔵
資
料
は
、
一
括
し
て
市
場
に
出
さ
れ
て
い
た
も
の
を
二
松

學
舍
大
学
Ｓ
Ｒ
Ｆ
の
一
環
と
し
て
収
集
し
た
も
の
で
、
そ
の
数
約
三
六
〇

点
。
分
野
別
で
は
、
漢
籍
類
（
漢
籍
、
漢
籍
和
刻
本
、
漢
籍
邦
人
注
釈

書
（
一
二
五
点
（
経
部
五
十
七
点
、
史
部
十
五
点
、
子
部
十
八
点
、
集
部

三
十
五
点
（、
各
種
講
義
筆
記
、
文
稿
な
ど
草
稿
類
約
九
十
点
、
そ
の
他
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邦
人
著
作
類
一
四
五
点
（
漢
詩
文
・
漢
学
関
係
資
料
六
十
八
点
、
史
書
二

十
四
点
、
そ
の
他
五
十
三
点
（
と
な
っ
て
い
る
（
拙
編
「
二
松
學
舍
大
学

Ｓ
Ｒ
Ｆ
加
藤
復
斎
旧
蔵
資
料
目
録
（
稿11

（」
参
照
（。

漢
籍
類
に
つ
い
て
は
、
概
ね
復
斎
の
二
松
學
舍
在
籍
時
期
で
あ
る
明
治

二
十
年
代
後
半
か
ら
三
十
年
代
前
半
の
学
科
課
程
（
別
表
参
照
（
を
反
映

し
、
四
書
五
経
は
じ
め
、
史
書
に
『
史
記
』『
十
八
史
略
』『
元
明
史
略
』

な
ど
漢
籍
と
『
日
本
外
史
』『
日
本
政
記
』『
皇
朝
史
略
』『
大
日
本
史
』

な
ど
日
本
史
、
子
書
に
『
荀
子
』『
近
思
録
』『
伝
習
録
』『
韓
非
子
』『
孫

子
』『
老
子
』『
荘
子
』
な
ど
、
詩
文
集
に
『
文
章
軌
範
』『
唐
宋
八
家

文
』
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
に
付
随
し
て
各
々
講
義
筆
記
が
あ
る
。
但
し

「
―
―
講
義
」
な
ど
と
題
さ
れ
て
い
る
も
の
は
少
な
く
、
そ
の
記
述
内
容

か
ら
講
義
筆
記
、
講
義
録
と
判
断
さ
れ
る
も
の
も
多
い
。

復
斎
の
講
義
筆
記
に
は
そ
の
記
述
の
形
態
に
よ
り
三
種
に
大
別
さ
れ

る
。
①
受
講
時
に
筆
記
し
た
も
の
、
②
受
講
時
に
既
存
の
版
本
の
欄
外
行

間
に
書
き
入
れ
た
も
の
、
③
受
講
時
の
筆
記
を
後
日
整
理
し
あ
ら
た
め
て

一
書
と
し
た
も
の
、
で
あ
る
。
③
の
整
理
本
に
つ
い
て
は
、
復
斎
が
二
松

學
舍
で
実
際
に
受
講
し
た
講
義
に
加
え
、
そ
れ
と
併
行
し
て
受
講
し
て
い

た
斯
文
学
会
で
の
講
義
な
ど
別
の
複
数
の
講
述
者
に
よ
る
講
説
、
さ
ら
に

自
身
の
知
見
、
見
解
な
ど
が
補
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
講
義
筆
記
の
域
を

超
え
、
復
斎
編
輯
の
言
わ
ば
独
自
の
注
釈
書
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
そ
の

整
理
本
か
ら
は
、
二
松
學
舍
で
の
具
体
的
な
講
義
内
容
は
当
然
な
が
ら
復

斎
の
同
時
期
の
受
講
状
況
、
さ
ら
に
学
習
動
向
が
推
察
さ
れ
る
。

そ
の
ほ
か
注
目
す
べ
き
資
料
と
し
て
三
島
中
洲
の
講
述
を
復
斎
が
輯
録

し
た
『
詩
集
伝
私
記
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。
該
書
は
中
洲
の
各
種
漢
籍
注
釈

書
「
私
録
」
の
ひ
と
つ
『
詩
経
』
の
「
私
録
」
で
あ
る
。

「
私
録
」
は
中
洲
の
講
述
を
門
人
が
校
訂
、
輯
録
し
た
も
の
で
、『
詩

経
』
の
ほ
か
久
保
輗
（
河
合
輗
次
郎
、
生
没
年
不
明
、
二
松
學
舍
助
教
、

塾
頭
。（
に
よ
る
『
周
易
私
録
』『
尚
書
私
録
』『
大
学
私
録
』『
中
庸
私

録
』『
老
子
私
録
』、
那
智
惇
斎
（
一
八
七
三
～
一
九
六
九
、
通
称
は
佐

典
、
ま
た
佐
伝
、
二
松
學
舍
助
教
、
房
長
（
に
よ
る
『
論
語
私
録
』、
そ

し
て
久
保
と
那
智
に
よ
る
『
孟
子
私
録
』
が
あ
り
、
明
治
三
十
八
年
（
一

九
〇
五
（
に
全
三
十
八
冊
が
完
成
し
た
。
な
お
各
私
録
の
書
名
「
私
録
」

は
当
初
は
『
詩
集
伝
私
記
』
と
同
じ
く
「
私
記
」
に
作
っ
て
い
た
よ
う

で
、
各
諸
本
に
「
私
記
」
の
「
記
」
を
「
録
」
に
訂
正
し
て
い
る
も
の
が

散
見
す
る
。

『
詩
集
伝
私
記
』
は
朱
熹
集
伝
に
鄭
玄
箋
、
孔
穎
達
疏
な
ど
中
国
諸
注

を
折
衷
し
、
ま
た
仁
井
田
南
陽
（
一
七
七
〇
～
一
八
四
八
、
名
は
好
古
（

の
『
毛
詩
補
伝
』、
中
井
履
軒
『
詩
経
雕
題
略
』
か
ら
多
く
説
を
引
い
た

注
釈
書
で
、
刊
行
は
さ
れ
て
お
ら
ず
複
数
の
伝
写
本
が
現
存
し
、
復
斎
の

旧
蔵
資
料
に
も
自
筆
本
が
二
点
あ
る
。

中
井
履
軒
（
一
七
三
二
～
一
八
一
七
、
名
は
積
徳
（
は
、
中
洲
と
は
直

接
の
師
承
関
係
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
中
洲
の
師
山
田
方
谷
が
江
戸

遊
学
時
に
入
門
し
た
佐
藤
一
斎
が
大
坂
懐
徳
堂
で
履
軒
に
学
ん
で
お
り
、

そ
の
学
統
に
連
な
る
。
履
軒
は
第
二
代
学
主
中
井
甃
庵
の
子
と
し
て
大
坂
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に
生
ま
れ
、
五
井
蘭
洲
に
師
事
し
、
の
ち
大
坂
・
和
泉
町
に
学
塾
水
哉
館

を
開
き
、
兄
竹
山
の
死
後
は
第
五
代
懐
徳
堂
学
主
と
な
っ
た
。

『
詩
経
雕
題
略
』
は
『
七
経
雕
題
略
』
の
ひ
と
つ
で
、『
詩
経
』
の
ほ
か

『
周
易
』『
尚
書
』『
春
秋
左
氏
伝
』『
礼
記
』『
論
語
』『
孟
子
』
が
あ
り
、

刊
行
は
『
礼
記
』
の
み
で
そ
の
他
は
写
本
で
伝
わ
る
。
中
洲
は
四
書
の
注

解
に
あ
た
っ
て
も
履
軒
説
を
多
く
引
い
て
い
る
。
復
斎
に
も
『
詩
経
』

『
春
秋
左
氏
伝
』『
論
語
』『
孟
子
』
各
雕
題
略
の
写
本
が
あ
り
、
参
考
文

献
の
ひ
と
つ
と
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

復
斎
自
筆
『
詩
集
伝
私
記
』
の
う
ち
一
本
は
処
々
復
斎
の
訂
正
が
入
っ

た
校
本
で
、
該
本
に
は
「
三
島
毅
遠
叔
著
／
加
藤
信
義
卿
輯
録
」
と
編
著

者
事
項
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
諸
本
に
は
編
著
者
事
項
が
な
い
た
め
こ
れ

ま
で
本
書
の
輯
録
者
は
不
明
で
あ
っ
た
が
、
復
斎
旧
蔵
資
料
の
出
現
に
よ

り
輯
録
者
が
「
加
藤
信
」
す
な
わ
ち
復
斎
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ

の
点
で
も
重
要
な
一
本
で
あ
る
。

三
、
明
治
二
十
年
代
後
半
か
ら
三
十
年
代
の
漢
学
講
義

明
治
二
十
年
代
後
半
か
ら
三
十
年
代
の
学
科
課
程
は
「
一
、
明
治
期
に

お
け
る
二
松
學
舍
」
で
示
し
た
よ
う
に
各
修
学
内
容
別
に
よ
り
尋
常
部
に

「
素
読
」「
講
読
」「
訓
点
」「
訳
文
」「
作
文
」、
高
等
部
に
「
経
書
」「
歴

史
」「
子
集
」「
文
法
」「
文
章
」「
詩
賦
」「
古
典
」
の
課
目
が
設
け
ら

れ
、
各
課
目
に
は
お
の
お
の
講
義
に
あ
た
っ
て
用
い
ら
れ
た
文
献
が
定
め

ら
れ
て
い
た
。
尋
常
部
で
は
「
素
読
」「
講
読
」
の
教
材
に
用
い
ら
れ
た

文
献
も
高
等
部
で
は
あ
ら
た
め
て
各
内
容
別
に
学
ば
れ
る
こ
と
と
な
り
、

そ
れ
ら
を
高
等
部
の
課
目
別
に
一
覧
に
す
れ
ば
【
表
３
】
の
通
り
（
各
課

目
内
の
文
献
は
学
科
課
程
で
の
講
義
実
施
年
次
順
（。
こ
れ
ら
の
文
献
に

つ
い
て
は
、
復
斎
の
旧
蔵
資
料
に
も
講
義
時
に
用
い
た
と
思
わ
れ
る
書
入

本
や
各
種
講
義
筆
記
が
数
多
く
残
さ
れ
る
が
、
以
下
、
そ
れ
ら
の
中
か
ら

特
筆
す
べ
き
資
料
に
つ
い
て
課
目
別
に
詳
解
し
て
い
く
。

（
一
）
経
書

①
四
書

四
書
に
関
す
る
復
斎
の
講
義
筆
記
の
ひ
と
つ
に
、
朱
熹
『
四
書
章
句
集

註
』（
闕
「
中
庸
」「
論
語
」
巻
九
、
十
、
天
保
八
年
〈
一
八
三
七
〉
大
坂

河
内
屋
喜
兵
衛
刊
江
戸
後
期
後
印
本
（
の
書
入
本
が
あ
る
。

該
本
は
、
京
都
の
小
松
太
郎
兵
衛
が
寛
文
十
一
年
（
一
六
七
一
（
に
小

本
（
縦
約
十
七
セ
ン
チ
横
約
十
二
セ
ン
チ
（
と
し
て
刊
行
し
た
『
四
書
集

註
』
の
後
印
本
で
「
小
松
版
四
書
」
と
よ
ば
れ
る
。
小
松
版
は
は
じ
め
小

本
で
刊
行
さ
れ
た
が
、
の
ち
に
倍
の
大
き
さ
の
料
紙
に
刷
ら
れ
た
半
紙
本

（
縦
約
二
十
四
セ
ン
チ
横
約
十
七
セ
ン
チ
（
が
通
行
し
た
。
小
本
用
の
版

木
で
刷
ら
れ
半
紙
本
は
、
匡
廓
外
の
余
白
が
多
く
な
り
書
入
に
適
し
て
い

た
た
め
、
当
時
の
二
松
學
舍
で
は
四
書
の
定
本
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た

よ
う
で
、
中
洲
手
沢
半
紙
本
「
小
松
版
四
書
」
が
あ
る
ほ
か
、
そ
の
三
男
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【表3】

　
経
書

　
孟
子

　
論
語

　
大
学

　
左
伝

　
中
庸

　
詩
経

　
書
経

　
周
易

　
歴
史

　
十
八
史
略

　
日
本
外
史

　
日
本
政
記

　
元
明
史
略

　
皇
朝
史
略

　
史
記

　
大
日
本
史

　
資
治
通
鑑

　
宋
元
通
鑑

　
子
集

　
文
章
軌
範

　
小
学

　
唐
宋
八
家
文

　
韓
非
子

　
孫
子

　
呉
子

　
近
思
録

　
荀
子

　
荘
子

　
管
子

　
伝
習
録

　
老
子

　
尋
常
部
「

素
読

」

　
第
一
年
第
一
期

（
四
書

）

　
第
一
年
第
一
期

（
四
書

）

　
第
一
年
第
一
期

（
四
書

）

　
第
一
年
第
二
期

（
五
経

）

　
第
一
年
第
一
期

（
四
書

）

　
第
一
年
第
二
期

（
五
経

）

　
第
一
年
第
二
期

（
五
経

）

　
第
一
年
第
二
期

（
五
経

）

　
尋
常
部
「

素
読

」

　
第
一
年
第
一
期

　
第
一
年
第
二
期

　
尋
常
部
「

素
読

」

　
尋
常
部
「

講
読

」

　
第
二
年
第
三
期

　
尋
常
部
「

講
読

」

　
第
一
年
第
三
期

　
第
一
年
第
三
期

　
第
二
年
第
一
期

　
第
二
年
第
一
期

　
第
二
年
第
三
期

　
第
二
年
第
三
期

　
尋
常
部
「

講
読

」

　
第
二
年
第
二
期

　
第
二
年
第
二
期

　
高
等
部

　
第
一
年
第
一
期

　
第
一
年
第
二
期

　
第
一
年
第
二
期
・
第
二
年
第
一
期

　
第
二
年
第
一
期

　
第
二
年
第
二
期

　
第
三
年
第
一
期

　
第
三
年
第
二
期

　
高
等
部

　
第
一
年
第
一
期
第
二
期

　
第
二
年
第
一
期
第
二
期

　
第
二
年
第
一
期
第
三
期

　
高
等
部

　
第
一
年
第
一
期
第
二
期

　
第
二
年
第
一
期

　
第
二
年
第
一
期

　
第
二
年
第
一
期

　
第
二
年
第
二
期

　
第
二
年
第
二
期

　
第
三
年
第
一
期

　
第
三
年
第
一
期

　
第
三
年
第
二
期

　
第
三
年
第
二
期

　
明
治
二
十
九
年
「

二
松
學
舍
規
則

」
学
科
課
目
講
義
用
文
献

【
表
３
】



日本漢文学研究 14

— （（ —

復
や
復
斎
と
同
時
期
に
二
松
學
舍
に
在
塾
し
た
松
浦
鳳
之
進
（
生
没
年
未

詳
、
旧
姓
小
林
氏
、
名
は
精
。
二
松
學
舍
幹
事
、
助
教
（
に
も
同
様
の
書

入
本
が
残
る
。

復
斎
の
講
義
筆
記
書
入
本
は
、
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
（
頃11

の
二

松
學
舍
で
の
中
洲
、
お
よ
び
久
保
檜
谷
の
講
義11

を
基
本
と
し
た
も
の
で
、

二
氏
の
説
の
ほ
か
諸
家
諸
説
が
朱
墨
藍
の
三
種
の
筆
に
よ
り
匡
廓
外
、
欄

外
に
詳
密
に
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

引
か
れ
た
諸
家
は
、
中
井
履
軒
（『
論
語
雕
題
』『
論
語
逢
原
』（
や
猪

飼
敬
所
（
一
七
六
一
～
一
八
四
五
、
津
藩
儒
、『
論
孟
考
文
』（、
ま
た
室

鳩
窓
（
一
六
五
八
～
一
七
三
四
、『
論
語
集
註
広
義
』（、
佐
藤
一
斎
（
一

七
七
二
～
一
八
五
九
、
各
種
四
書
欄
外
書
（、
古
賀
精
里
（
一
七
五
〇
～

一
八
一
七
（、
塩
谷
宕
陰
（
一
八
〇
九
～
一
八
六
七
（、
安
井
息
軒
（
一
七

九
九
～
一
八
七
六
（
ら
昌
平
黌
教
授
陣
、
お
よ
び
安
部
井
褧
（
一
七
七
八

～
一
八
四
五
、
陸
奥
会
津
藩
藩
士
（、
大
槻
平
泉
（
一
七
七
三
～
一
八
五

〇
、
陸
奥
仙
台
藩
藩
士
（、
秋
月
韋
軒
（
一
八
二
四
～
一
九
〇
〇
、
陸
奥

会
津
藩
藩
士
（
な
ど
そ
こ
に
学
ん
だ
人
々
、
そ
し
て
重
野
成
斎
（
一
八
二

七
～
一
九
一
〇
、
名
は
安
繹
（、
島
田
篁
村
（
一
八
三
八
～
一
八
九
八
、

名
は
重
礼
（、
田
中
従
吾
軒
（
一
八
二
二
～
一
九
〇
〇
、
名
は
参
（
ら
斯

文
黌
教
授
陣
、
そ
の
ほ
か
帆
足
万
里
（
一
七
七
八
～
一
八
五
二
、『
論
語

標
註
』（
な
ど
二
十
数
家
に
の
ぼ
り
、
昌
平
黌
、
斯
文
黌
関
係
者
が
中
心

で
あ
る
。
ま
た
「
信
案
…
」
と
復
斎
の
見
解
も
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
諸
家
諸
説
は
中
洲
、
あ
る
い
は
久
保
が
講
義
中
に
引
い
た
も
の

の
ほ
か
、
復
斎
が
補
記
し
た
も
の
も
あ
る
と
思
わ
れ
、
そ
の
区
別
は
未
詳

で
あ
る
が
、
復
斎
は
二
松
學
舍
の
講
義
と
併
せ
て
斯
文
黌
の
講
義
も
聴
講

し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
斯
文
黌
関
係
は
復
斎
の
補
記
の
可
能
性
が
高
い
。

一
方
、
中
井
履
軒
、
猪
飼
敬
所
、
佐
藤
一
斎
、
塩
谷
宕
陰
な
ど
中
洲
と
師

承
関
係
に
あ
た
る
諸
家
、
ま
た
昌
平
黌
関
係
諸
家
は
中
洲
の
講
述
中
の
も

の
で
、
中
洲
が
先
学
の
説
を
引
き
つ
つ
講
義
し
て
い
た
と
窺
測
さ
れ
る
。

ま
た
中
洲
の
講
述
と
し
て
「
一
大
段
…
」「
一
小
段
…
」
と
書
入
が
あ

る
が
、
こ
れ
は
中
洲
の
漢
文
読
解
に
あ
た
り
基
礎
と
し
た
方
法
「
段
解
」

を
示
す
も
の
で
、
中
洲
は
文
章
を
ま
ず
大
段
落
、
小
段
落
に
分
け
て
各
段

の
要
旨
を
整
理
し
つ
つ
読
解
し
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

復
斎
の
四
書
の
講
義
筆
記
は
そ
の
他
に
も
個
々
に
あ
り
、
た
と
え
ば

『
孟
子
』
に
は
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
（
か
ら
三
十
一
年
（
一
八
九

八
（
頃
の
中
洲
の
講
義
が
講
義
時
の
筆
記
本
と
そ
の
整
理
本11

が
あ
る
。
そ

の
整
理
本
の
本
文
は
中
洲
の
「
私
録
」
の
ひ
と
つ
『
孟
子
私
録
』
と
重
な

り
、
匡
郭
外
に
は
朱
墨
に
て
「
一
段
…
」「
二
段
…
」
と
「
段
解
」
さ

れ
、
中
洲
の
講
説
が
記
さ
れ
て
い
る
。

②
五
経

五
経
の
講
義
筆
記
の
ひ
と
つ
『
尚
書
講
義
筆
記
』
は
、
明
治
二
十
五
年

（
一
八
九
二
（
か
ら
同
三
十
年
（
一
八
九
七
（
頃
ま
で
の
複
数
の
講
述
者

の
講
義
に
つ
い
て
、
復
斎
が
受
講
時
に
筆
記
後
あ
ら
た
め
て
篇
ご
と
に
ま

と
め
た
も
の
で
あ
る
。
講
述
者
は
明
治
二
十
五
年
代
が
中
洲
、
あ
る
い
は

久
保
檜
谷
、
同
二
十
六
、
二
十
八
年
が
島
田
篁
村
、
同
三
十
年
が
細
田
剣
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堂
で
、
島
田
の
講
義
は
斯
文
黌
で
受
講
し
た
も
の
で
あ
る
。
既
述
の
通
り

復
斎
は
二
松
學
舍
で
の
講
義
と
斯
文
黌
で
の
講
義
を
併
行
し
て
受
講
し
て

お
り
、
そ
れ
ら
各
者
各
篇
の
講
説
を
整
理
し
、
多
角
的
に
理
解
し
て
い
っ

た
態
度
が
う
か
が
え
る
。

『
詩
経
』
の
講
義
筆
記
に
は
、
そ
の
講
義
年
が
明
確
な
も
の
に
明
治
二

十
七
年
か
ら
翌
二
十
八
年
（
一
八
九
四
～
九
五
（、
同
三
十
二
年
（
一
八

九
九
（
の
筆
記
が
あ
る
ほ
か
前
掲
の
四
書
と
同
じ
く
版
本
へ
の
書
入
れ
た

も
の
が
あ
る
。

書
入
本
は
朱
熹
『
詩
経
集
註
』（
江
戸
期
刊
本
（
に
中
洲
の
講
説
を
書

入
れ
た
も
の
で
、
毛
伝
、
孔
疏
な
ど
中
国
諸
注
が
引
か
れ
、
日
本
で
は
仁

井
田
南
陽
『
毛
詩
補
伝
』、
中
井
履
軒
『
詩
経
雕
題
略
』
か
ら
の
引
用
が

散
見
す
る
ほ
か
、
中
洲
の
按
語
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
前
出
の
『
詩
集
伝
私

記
』
と
通
じ
る
。
そ
れ
は
『
孟
子
』
の
講
義
筆
記
と
「
私
録
」
の
関
係
と

同
様
に
し
て
、
中
洲
の
講
説
と
「
私
録
」
が
密
接
に
関
係
し
て
い
る
こ
と

を
示
す
も
の
で
あ
る
。

（
二
）
歴
史

「
歴
史
」
は
、
中
国
と
日
本
と
に
関
わ
ら
ず
一
つ
の
課
目
と
し
て
扱
わ

れ
、
復
斎
の
旧
蔵
資
料
に
は
『
史
記
』『
日
本
外
史
』『
日
本
政
記
』
の
い

ず
れ
も
中
洲
の
講
義
の
筆
記
が
残
る
、
但
し
こ
れ
ら
は
【
表
３
】
の
課
目

に
よ
れ
ば
正
確
に
は
尋
常
部
の
「
素
読
」（『
日
本
外
史
』（、「
講
読
」

（『
史
記
』『
日
本
政
記
』（
で
あ
る
た
め
、
講
義
の
趣
旨
と
し
て
は
歴
史
自

体
を
学
ぶ
と
い
う
も
の
で
は
な
く
漢
文
の
読
解
が
中
心
で
あ
っ
た
。

『
史
記
』
に
は
、
復
斎
旧
蔵
資
料
に
『
史
記
論
賛
』『
史
記
論
賛
鈔
』

『
史
記
講
義
』『
史
記
論
賛
講
義
』
と
様
々
に
題
さ
れ
た
講
義
筆
記
が
残
さ

れ
て
い
る
が
、「
論
賛
」
と
付
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
講
義
は
司
馬
遷

の
論
賛
部
分
を
抜
粋
し
そ
れ
に
特
化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

復
斎
筆
記
の
『
史
記
』
講
義
筆
記
に
は
講
義
時
に
筆
記
し
た
覚
書
の
よ

う
な
断
片
的
な
も
の
か
ら
そ
れ
ら
を
後
日
清
書
し
た
整
理
本
な
ど
複
数
あ

る
。
講
義
時
期
は
あ
ま
り
明
確
で
は
な
い
が
、
な
か
で
「
明
治
二
十
五
年

三
月
念
五
初
講
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
概
ね
明
治
二
十
五

年
（
一
八
九
二
（
頃
か
ら
そ
れ
以
降
の
筆
記
と
思
わ
れ
る
。
講
義
筆
記
は

論
賛
を
本
文
と
し
て
そ
の
眉
欄
行
間
に
講
説
が
書
入
れ
ら
れ
た
か
た
ち
で

整
理
さ
れ
、「
主
意
…
」
と
し
て
は
じ
め
に
そ
の
項
の
主
意
を
掲
げ
、
次

い
で
「
一
段
…
」「
二
段
…
」
と
あ
り
、
前
掲
の
講
義
筆
記
類
と
同
様
に

「
段
解
」
の
方
法
が
と
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
中
洲
に
は
『
史
記

論
賛
段
解
』
と
い
う
著
書
が
あ
り
、
講
義
は
そ
れ
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ

ろ
う
。

ま
た
講
義
筆
記
中
に
は
斯
文
黌
で
講
師
を
務
め
た
豊
島
洞
斎
（
一
八
二

四
～
一
九
〇
六
、
名
は
毅
（
の
説
が
引
か
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
こ

で
も
復
斎
が
二
松
學
舍
で
の
講
義
と
斯
文
黌
で
の
講
義
を
折
衷
し
て
理
解

し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
は
さ
ら
に
整

理
さ
れ
『
史
記
講
義
』『
史
記
論
賛
講
義
』
と
し
て
一
書
を
成
し
た
。
そ



日本漢文学研究 14

— （（ —

の
成
稿
時
期
は
復
斎
の
筆
蹟
か
ら
既
に
課
程
を
修
了
し
て
教
授
側
の
立
場

に
な
っ
て
い
た
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
（
頃
と
思
わ
れ
る
。

『
日
本
外
史
』『
日
本
政
記
』
も
同
様
に
し
て
、
い
ず
れ
も
編
者
頼
山
陽

（
一
七
八
一
～
一
八
三
二
（
の
叙
論
、
論
賛
部
分
を
抜
粋
し
、
そ
れ
に
対

し
て
注
解
し
て
い
く
も
の
で
、
復
斎
の
旧
蔵
資
料
に
は
そ
の
講
義
筆
記

『
日
本
外
史
論
賛
』
が
あ
る
。『
日
本
政
記
』
講
義
筆
記
に
つ
い
て
は
中
洲

の
二
男
廣
の
録
し
た
『
日
本
政
記
論
文
段
解
』
が
伝
わ
る
。

（
三
）
子
集

①
子
書

復
斎
の
講
義
筆
記
に
は
『
荀
子
』『
近
思
録
』『
伝
習
録
』『
韓
非
子
』

『
老
子
』『
荘
子
』
が
あ
る
。
な
か
で
『
荀
子
』『
韓
非
子
』
に
詳
密
な
書

入
の
あ
る
版
本
が
あ
る
。

『
荀
子
』
は
、
唐
楊
倞
注
・
清
謝
墉
箋
釈
・
日
本
朝
川
鼎
校
『
荀
子
箋

釈
』（
文
政
十
三
年
〈
一
八
一
六
〉
江
戸
和
泉
屋
金
右
衛
門
刊
本
（
に
主

に
中
洲
の
講
説
を
朱
墨
二
筆
で
書
入
れ
た
も
の
で
、
復
斎
の
日
記
に
よ
れ

ば
中
洲
の
『
荀
子
』
講
義
は
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
（
四
月
に
開
講

し
て
い
る
。
朱
筆
に
て
「
一
段
…
」「
二
段
…
」
と
段
落
分
け
が
示
さ

れ
、
ま
た
墨
筆
に
て
中
洲
の
講
述
の
ほ
か
岡
松
甕
谷
（
一
八
二
〇
～
一
八

九
五
（
の
説
が
多
く
引
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
典
拠
は
明
ら
か
で
は
な

い
。
岡
松
は
昌
平
黌
、
斯
文
黌
で
講
義
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
い

は
そ
れ
ら
の
講
述
か
も
し
れ
な
い
。

『
韓
非
子
』
書
入
本
は
津
田
鳳
卿
述
・
山
内
鈍
等
録
『
韓
子
解
詁
』（
明

治
期
大
阪
小
林
伊
兵
衛
後
印
本
（
に
明
治
二
十
六
年
か
ら
二
十
七
年
（
一

八
九
三
～
九
四
（
頃
の
中
洲
の
講
義
を
書
入
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
も
ま
た

「
第
一
大
段
…
」
と
段
解
の
方
法
を
と
っ
て
い
る
。『
韓
非
子
』
の
課
目
は

「
子
集
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
漢
文
読
解
の
基
礎
よ
り
も
内
容
解
釈
が
中

心
と
な
る
講
義
で
あ
る
が
、
や
は
り
中
洲
の
講
義
で
は
読
解
に
あ
た
っ
て

ま
ず
は
段
解
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

②
詩
文
集

復
斎
旧
蔵
資
料
に
は
「
講
読
」
課
目
の
『
文
章
軌
範
』、「
子
集
」
課
目

の
『
唐
宋
八
家
文
』
が
版
本
か
ら
各
種
講
義
筆
記
ま
で
多
種
多
様
に
残
さ

れ
て
い
る
。

『
文
章
軌
範
』
の
版
本
の
ひ
と
つ
宋
謝
枋
得
輯
・
明
鄒
守
益
輯
続
編
・

日
本
松
井
暉
辰
校
『
増
纂
評
註
文
章
軌
範
』（
寛
政
八
年
〈
一
七
九
六
〉

大
坂
渋
川
与
左
衛
門
等
刊
本
（
に
は
、
眉
欄
、
行
間
に
朱
藍
墨
緑
の
多
彩

に
し
て
詳
密
な
書
入
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
明
治
二
十
年
代
後
半
か
ら
同
三

十
四
年
（
一
九
〇
一
（
頃
ま
で
復
斎
に
よ
り
漸
次
補
記
さ
れ
て
い
っ
た
も

の
で
、
中
洲
の
講
説
を
中
心
と
し
て
四
屋
穂
峰
（
一
八
三
〇
～
一
九
〇

六
、
名
は
恒
之
（、
森
田
節
斎
（
一
八
一
一
～
一
八
六
八
、
名
は
益
。
字

は
謙
蔵
（、
川
田
甕
江
な
ど
諸
家
の
説
が
色
別
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
本
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文
に
は
久
保
檜
谷
が
考
案
し
た
読
解
の
た
め
の
訓
点
符
が
付
さ
れ
て
い

る
。
四
屋
の
講
説
は
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
（、
復
斎
が
斯
文
黌
に

て
聴
講
し
た
も
の
で
、
そ
の
講
義
筆
記
も
残
さ
れ
て
い
る
が
、
中
洲
、
四

屋
な
ど
異
な
る
講
義
筆
記
や
諸
家
諸
説
を
一
覧
に
す
べ
く
、
随
時
版
本
に

書
入
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
の
ち
に
復
斎
は
そ
れ
ら
諸
家
の

講
義
筆
記
や
諸
説
を
整
理
し
一
書
と
し
て
ま
と
め
、
結
果
的
に
そ
れ
は
復

斎
編
纂
の
新
た
な
注
釈
書
と
言
え
る
べ
き
も
の
と
な
っ
た
。

『
唐
宋
八
家
文
』
も
同
様
に
し
て
版
本
へ
の
講
義
筆
記
書
入
が
あ
る
。

そ
れ
は
清
沈
徳
潜
評
点
・
山
崎
楽
訓
点
・
宮
本
知
雄
校
『
唐
宋
八
家
文
読

本
』（
明
治
十
九
年
〈
一
八
八
六
〉
東
京
敬
業
書
院
鉛
印
本
（
に
書
入
れ

た
も
の
で
、
朱
筆
に
よ
る
中
洲
の
段
解
、
講
説
を
中
心
と
し
て
、
墨
筆
に

て
久
保
檜
谷
の
説
な
ど
諸
説
を
引
い
て
い
る
。

『
唐
宋
八
家
文
』
の
課
目
も
ま
た
前
出
の
『
荘
子
』
と
同
様
に
、
基
礎

的
な
「
素
読
」「
講
読
」
で
は
な
く
「
子
集
」
で
あ
る
が
、
や
は
り
ま
ず

は
段
解
の
方
法
に
よ
り
読
解
し
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

お
わ
り
に

明
治
期
に
お
け
る
二
松
學
舍
の
漢
学
教
育
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
学
科
課

程
を
辿
っ
て
い
っ
た
が
、
そ
れ
は
創
立
時
か
ら
常
時
改
定
が
繰
り
返
さ

れ
、
そ
れ
を
当
時
の
教
育
制
度
に
鑑
み
る
と
、
常
に
そ
の
変
革
の
影
響
を

受
け
て
そ
れ
に
関
連
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
た
。

明
治
二
十
年
代
後
半
か
ら
三
十
年
代
の
漢
学
講
義
に
つ
い
て
は
、
加
藤

復
斎
旧
蔵
資
料
に
よ
り
経
書
、
歴
史
、
子
書
、
詩
文
集
の
別
に
中
洲
の
講

義
を
中
心
と
し
て
そ
の
具
体
的
な
内
容
を
詳
察
し
て
い
っ
た
が
、
概
括
す

れ
ば
講
読
に
あ
た
っ
て
は
い
ず
れ
も
は
じ
め
に
章
全
体
を
段
落
に
分
け
、

続
い
て
そ
の
段
落
ご
と
に
読
解
し
て
各
段
落
の
主
意
を
つ
か
ん
で
い
く
と

い
う
「
段
解
」
と
い
う
方
法
が
と
ら
れ
て
い
た
。
中
洲
の
「
段
解
」
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
『
史
記
論
賛
段
解
』『
日
本
外
史
論
文
段
解
』『
日
本

政
記
論
文
段
解
』
が
知
ら
れ
る
が
、
復
斎
の
講
義
筆
記
に
よ
り
、
経
史
子

集
全
て
に
お
い
て
ま
ず
は
「
段
解
」
を
基
本
と
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。
そ
れ
に
よ
り
当
時
の
二
松
學
舍
の
漢
学
教
育
の
方
針
が
、
内

容
の
解
釈
、
考
証
と
い
う
よ
り
は
ま
ず
そ
の
前
提
と
し
て
正
確
な
漢
文
読

解
能
力
の
習
得
を
目
的
と
し
て
い
た
こ
と
が
言
え
る
。

参
考
文
献

『
二
松
学
友
会
誌
』

『
二
松
学
報
』

『
二
松
學
舍
六
十
年
史
要
』（
二
松
學
舍
、
一
九
三
七
（

『
二
松
學
舍
百
年
史
』（
二
松
學
舍
、
一
九
七
七
（

注1　

明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
（
三
月
、
二
松
學
舍
進
展
の
た
め
、
在
学

者
、
出
身
者
を
会
員
と
し
て
二
松
學
舍
学
友
会
が
発
会
し
、『
二
松
學
友
会
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誌
』
は
毎
年
春
秋
二
回
発
行
さ
れ
た
。「
二
松
學
舍
学
友
会
規
則
」
に
は
「
会

員
の
消
息
を
通
し
及
ひ
二
松
學
舍
時
々
の
状
況
を
報
告
す
る
為
め
会
誌
を
発

行
す
」
と
あ
る
。
掲
載
事
項
と
し
て
同
規
則
に
は
「
中
洲
先
生
及
ひ
二
松
學

舍
状
況
」「
会
員
の
住
所
職
業
其
他
一
切
の
消
息
」「
中
洲
先
生
及
ひ
会
員
の

詩
又
論
説
」
を
挙
げ
、
毎
号
三
島
中
洲
は
じ
め
会
員
諸
氏
の
詩
文
と
消
息
、

お
よ
び
二
松
學
舍
の
近
況
を
掲
載
す
る
。
第
四
十
一
輯
（
大
正
八
年
〈
一
九

一
九
〉（
ま
で
続
き
、
そ
の
後
は
『
二
松
学
報
』
と
し
て
発
刊
。

（　
「
教
則
」
は
「
四
書　

五
経　

左
伝　

史
記　

資
治
通
鑑　

十
八
史
略　

元
明
史
略　

唐
宋
八
大
家
文　

文
章
軌
範　

日
本
史　

日
本
政
記　

日
本
外

史　

国
史
略　

西
洋
各
国
歴
史
及
ヒ
経
済
法
律
等
ノ
翻
訳
書
」
と
あ
る
。

（　

明
治
五
年
（
一
九
七
二
（
八
月
二
日
太
政
官
第
二
一
四
号
。

（　
『
二
松
學
舍
百
年
史
』（
二
松
學
舍
、
一
九
七
七
（
一
二
四
頁
。

（　
『
二
松
學
舍
六
十
年
史
要
』（
二
松
學
舍
、
一
九
三
七
、
以
下
略
『
六
十
年

史
要
』（「
明
治
十
一
年
」
の
項
に
「
二
月　

学
則
を
改
め
全
課
を
第
一
、
第

二
、
第
三
、
第
四
の
四
級
に
分
ち
更
に
各
級
を
三
課
に
分
ち
先
生
の
講
義
は

書
経
、
荘
子
、
文
章
軌
範
と
し
、
之
を
各
級
共
通
に
聴
講
せ
し
む
、
但
し
第

四
級
の
二
課
及
三
課
は
素
読
を
主
と
す
。
輪
講
は
論
語
、
春
秋
左
氏
伝
、
唐

宋
八
家
文
等
に
し
て
第
三
級
終
了
者
以
上
を
主
と
す
。
先
生
の
講
義
は
毎
日

午
前
午
後
各
一
回
と
す
。」
と
あ
る
。

（　

翌
十
三
年
十
一
月
改
正
版
で
は
第
一
級
第
二
課
の
大
学
が
除
か
れ
、
第
一

級
第
一
課
か
ら
詩
経
が
移
っ
て
い
る
。
な
お
、『
六
十
年
史
要
』「
明
治
十
二

年
」
の
項
に
は
「
此
月
本
学
舎
は
四
級
制
を
三
級
制
に
改
む
、
各
級
毎
に
之

を
三
課
に
別
つ
こ
と
旧
の
如
し
。」
と
し
て
、
以
下
の
「
課
程
表
」
を
掲
げ

る
が
そ
の
典
拠
未
詳
。

　
　

三
級
第
三
課　

日
本
外
史
、
日
本
政
記
、
十
八
史
略
、
国
史
略
、
小
学
。

　
　

三
級
第
二
課　

靖
献
遺
言
、
蒙
求
、
文
章
軌
範
。

　
　

三
級
第
一
課　

唐
詩
選
、
皇
朝
史
略
、
古
文
真
宝
、
復
文
。

　
　

二
級
第
三
課　

孟
子
、
史
記
、
文
章
軌
範
、
三
体
詩
、
論
語
。

　
　

二
級
第
二
課　

論
語
、
唐
宋
八
家
文
、
前
後
漢
書
。

　
　

二
級
第
一
課　

春
秋
左
氏
伝
、
孝
経
、
大
学
。

　
　

一
級
第
三
課　

韓
非
子
、
国
語
、
戦
国
策
、
中
庸
、
荘
子
。

　
　

一
級
第
二
課　

詩
経
、
孫
子
、
文
選
、
荘
子
、
書
経
、
近
思
録
、
荀
子
。

　
　

一
級
第
一
課　

周
易
、
礼
記
、
老
子
、
墨
子
、
明
律
、
令
義
解
。

　
　
　

但
し
詩
、
文
章
は
共
通
と
す
。

（　
『
六
十
年
史
要
』「
明
治
十
七
年
」
の
項
に
、「
一
月
、
級
課
制
を
廃
し
、

一
、
二
、
三
級
制
と
し
、
左
の
課
目
を
課
す
。」
と
し
て
、
課
目
を
列
記
す

る
。

（　
『
二
松
學
舍
百
年
史
』
一
八
三
頁
～
一
八
五
頁
参
照
。

（　
『
二
松
學
舍
百
年
史
』
一
九
〇
頁
。

10　
『
二
松
學
舍
百
年
史
』
一
八
六
頁
。

11　

安
政
四
年
（
一
八
五
八
（
～
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
（、
名
は
謙
蔵
、

剣
堂
は
号
、
ま
た
別
号
東
郷
。
二
松
學
舍
で
講
師
、
塾
頭
、
幹
事
を
つ
と

め
、
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
（
に
設
立
さ
れ
た
二
松
義
会
で
は
中
心
と

し
て
そ
の
開
設
に
尽
力
し
た
が
、
後
年
は
二
松
學
舍
と
距
離
を
置
い
た
。
二

松
學
舍
の
ほ
か
、
斯
文
学
会
、
大
東
文
化
学
院
、
東
京
高
等
師
範
学
校
、
東

京
女
子
高
等
師
範
学
校
な
ど
で
も
教
授
し
た
。
ま
た
剣
道
の
達
人
と
し
て
も

知
ら
れ
る
。

1（　

当
該
期
間
中
の
日
記
は
断
続
的
な
も
の
で
、
覚
書
と
し
て
用
箋
の
ま
ま
の

も
の
、
そ
れ
ら
を
整
理
し
清
書
し
て
仮
綴
し
た
も
の
な
ど
、
そ
の
状
態
、
記

述
時
期
の
別
に
よ
り
以
下
の
八
点
が
あ
る
。

　

①
自
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
（
九
月
一
日
至
三
日
、
自
同
年
十
月
一
日

至
十
一
月
三
十
日
。
仮
綴
六
丁
。
十
月
十
一
月
記
事
は
②
と
重
複
。
②
の
草

稿
版
。

　

②
自
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
（
十
月
一
日
至
明
治
二
十
五
年
三
月
一
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日
、
自
同
年
十
月
一
日
至
十
一
月
二
十
七
日
（
十
六
丁
（、
首
題
「
在
京
日

志
」、
ま
た
白
葉
一
丁
を
は
さ
ん
で
自
明
治
二
十
七
年
一
月
一
日
至
三
十
日

（
八
丁
（、
仮
綴
全
二
十
五
丁
。
明
治
二
十
四
年
十
月
、
十
一
月
記
事
は
①

と
、
明
治
二
十
五
年
記
事
は
③
と
お
の
お
の
重
複
。
①
③
の
清
書
版
。

　

③
明
治
二
十
五
年
一
月
、
二
月
、
十
月
、
十
一
月
、
自
同
年
十
二
月
二
十
九

日
至
明
治
二
十
七
年
一
月
九
日
。
零
葉
七
枚（
用
箋
三
種
（。
①
の
草
稿
版
。

　

④
明
治
二
十
六
年
一
月
、
二
月
、
四
月
、（
十
二
月
（、
某
月
。
一
月
の
丁
の

首
に
「
明
治
二
十
六
年
日
記
」
と
あ
り
。
零
葉
八
枚
（
用
箋
三
種
（。

　

⑤
自
明
治
二
十
七
年
十
二
月
一
日
至
明
治
二
十
八
年
一
月
九
日
。零
葉
四
枚
。

　

⑥
自
明
治
二
十
八
年
四
月
一
日
至
明
治
二
十
九
年
四
月
二
十
三
日
。
外
題

『
為
春
堂
日
誌
』。
全
五
十
二
丁
。
他
の
時
期
の
日
記
が
仮
綴
、
あ
る
い
は
用

箋
の
ま
ま
の
数
葉
に
対
し
、
本
日
記
は
小
型
の
横
長
本
で
表
紙
が
付
さ
れ
、

打
付
書
で
「
為
春
堂
日
誌
」
と
あ
る
。
お
そ
ら
く
記
録
後
あ
ら
た
め
て
清
書

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

⑦
自
明
治
三
十
一
年
十
一
月
十
日
至
十
二
月
四
日
。
首
「
戊
戌
十
一
月
日

誌
」。
零
葉
二
枚
。

　

⑧
自
明
治
三
十
三
年
五
月
十
三
日
至
十
月
八
日
。
六
月
の
丁
の
首
に
「
負
笈

日
録
」
と
あ
り
。
仮
綴
二
十
四
丁
。

1（　

講
義
筆
記
に
よ
れ
ば
斯
文
会
で
聴
講
し
た
講
義
は
以
下
の
通
り
で
、
③
か

ら
⑨
の
講
義
に
つ
い
て
は
復
斎
の
日
記
に
も
記
さ
れ
、『
斯
文
黌
講
義
筆
記
』

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　

①
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
（
十
一
月
か
ら
同
二
十
七
年
（
一
八
九
四
（

十
二
月
の
島
田
篁
村
述
『
中
庸
』
講
義
。

　

②
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
（
十
月
の
四
屋
穂
峰
述
『
文
章
軌
範
』
講
義
。

　

③
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
（
十
月
、
同
二
十
九
年
十
一
月
の
重
野
成
斎

述
『
周
易
』
講
義
。

　

④
明
治
二
十
六
年
十
月
か
ら
十
一
月
の
川
田
甕
江
・
岡
松
甕
谷
述
『
礼
記
』

講
義
。

　

⑤
同
前
、
萩
原
西
疇
（
裕
（
述
『
春
秋
左
氏
伝
』
講
義
。

　

⑥
明
治
二
十
六
年
十
月
か
ら
同
二
十
九
年
二
月
ま
で
の
根
本
羽
嶽
（
通
明
（

述
『
論
語
』
講
義
。

　

⑦
明
治
二
十
七
年
十
月
の
田
中
従
吾
軒
（
参
（
述
『
老
子
』
講
義
。

　

⑧
明
治
二
十
八
年
九
月
十
月
の
南
摩
羽
峯
（
綱
紀
（
述
『
詩
経
』
講
義
。

　

⑨
明
治
二
十
八
年
九
月
か
ら
三
十
年
十
一
月
ま
で
の
土
屋
鳳
洲
（
弘
（
述

『
近
思
録
』
講
義
。

　
　

な
お
、
斯
文
学
会
は
、
⑧
⑨
の
講
義
時
期
に
あ
た
る
明
治
二
十
八
年
に
財

団
法
人
化
し
た
。

1（　

前
掲
注
1（
参
照
。

1（　
『
学
友
会
誌
』
第
一
輯
（
明
治
二
十
九
年
（
に
「
○
行
余
文
社　

二
十
六

年
の
末
、
山
田
準
、
池
田
四
郎
次
郎
、
西
村
豊
、
児
島
献
吉
郎
の
四
氏
に
因

て
興
さ
れ
、
爾
来
社
員
漸
次
増
加
し
時
に
出
入
り
あ
り
し
か
ど
も
、
今
日
に

至
る
ま
て
毎
月
夫
子
及
ひ
川
北
梅
山
翁
を
迎
へ
て
之
を
開
き
、
一
回
も
欠
け

し
こ
と
な
く
現
時
の
社
員
は
左
の
如
し
／
石
崎
謙　

宮
内
默
蔵　

久
保
雅
友　

本
城
佐
吉　

池
田
精
一　

河
合
輗
次
郎　

加
藤
信
太
郎　

三
島
廣　

藤
波
皡　

西
村
豊　

児
島
献
吉
郎　

池
田
四
郎
次
郎　

山
田
準
／
右
の
外
吹
野
信
履
、

平
井
頼
吉
、
斎
藤
次
郎
の
諸
氏
も
社
員
た
り
し
が
吹
野
平
井
の
二
氏
は
今
台

湾
に
在
り
斎
藤
氏
は
伊
勢
に
帰
任
せ
ら
れ
た
り
」
と
あ
る
。

1（　

明
治
三
十
一
年
（
一
九
九
〇
（
に
書
写
し
た
諸
家
撰
述
漢
文
に
つ
い
て
の

講
義
筆
記
、
同
三
十
三
年
に
書
写
し
た
猪
飼
敬
所
『
孟
子
考
文
附
録
』
の
二

点
。
版
心
下
部
に
「
行
余
文
社
」
と
あ
る
。
な
お
こ
の
用
箋
に
つ
い
て
は
、

明
治
三
十
三
年
（
一
九
九
〇
（
九
月
二
十
三
日
の
日
記
に
「
来
行
余
文
会
用

箋
紙
五
帖
。
兼
テ
注
文
シ
置
シ
者
出
来
、持
参
セ
ラ
レ
シ
ナ
リ
。」
と
あ
る
。

1（　
『
学
友
会
誌
』
第
三
輯
（
明
治
三
十
年
（
に
「
静
観
書
院
夏
期
講
習
会　

同
院
は
細
田
謙
蔵
氏
の
設
立
に
係
る
。
今
夏
氏
は
門
下
生
を
募
り
講
習
会
を
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函
根
山
中
に
開
か
れ
た
り
。
八
月
十
五
日
会
員
山
田
福
沢
の
二
子
往
き
訪
ね

し
時
な
ど
氏
は
講
書
に
撃
剣
に
勇
気
溢
る
ゝ
許
り
に
て
四
肢
の
肥
満
体
重
の

増
加
等
天
狗
顔
に
誇
り
居
ら
れ
た
り
。
今
講
習
員
加
藤
信
太
郎
氏
よ
り
左
の

一
篇
を
寄
せ
ら
れ
た
れ
は
之
を
録
す
。
／
今
夏
七
月
十
七
日
よ
り
九
月
五
日

ま
で
五
十
日
間
夏
期
講
習
書
を
神
奈
川
県
箱
根
山
に
開
き
文
武
二
道
を
講
習

す
。
…
」
と
あ
る
。

1（　
『
孫
子
』『
荘
子
』
の
講
義
録
が
あ
り
、『
孫
子
』
の
表
紙
に
「
丁
酉
自
七

月
十
九
日
至
九
月
」（
丁
酉
＝
明
治
三
十
年
（「
箱
根
宮
城
野
村
静
観
書
院
夏

季
講
習
所
内　

復
斎
学
人　

信
」
と
あ
り
、『
荘
子
』
の
表
紙
に
「
明
治
丁

酉
夏
自
七
月
廿
日
至
九
月
」「
於
神
奈
川
県
足
柄
下
郡
宮
城
野
村
静
観
書
院

夏
季
講
習
会
所　

復
斎
学
人　

藤
信
」
と
あ
り
。

1（　
『
学
友
会
誌
』
第
四
輯
に
「
学
舎
役
員
の
異
動
」
と
し
て
、「
房
長
兼
助
教

加
藤
信
太
郎
氏
は
細
田
謙
蔵
氏
の
静
観
書
院
幹
事
と
し
て
退
舎
せ
ら
る
」
と

あ
る
。

（0　
『
学
友
会
誌
』
第
七
輯
（
明
治
三
十
二
年
（
に
「
目
下
助
教
の
職
に
あ
る

も
の
」
と
し
て
「
三
島
廣
、
池
田
精
一
、
斎
藤
良
一
、
池
田
四
郎
次
郎
、
山

田
準
、
久
保
輗
次
郎
、
大
森
寛
、
加
藤
信
太
郎
、
永
見
貞
武
、
山
田
謙
吉
」、

「
役
員
の
職
に
あ
る
も
の
」
と
し
て
「
房
長　

加
藤
信
太
郎
」
と
あ
り
、
ま

た
「
本
会
会
員
訂
正
名
簿
」
に
は
「
二
松
學
舍　

講
師　

加
藤
信
太
郎
」
と

あ
る
。

（1　
『
学
友
会
誌
』
第
十
輯
（
明
治
三
十
四
年
（
に
よ
れ
ば
以
下
の
通
り
。

　

舎
則
第
三
章
第
四
条
に
依
り
本
年
初
め
て
夏
期
講
習
会
を
開
く
こ
と
に
決
せ

り
。
本
会
は
年
を
逐
ひ
益
々
隆
盛
を
期
す
る
筈
に
て
本
年
の
如
き
は
数
名
の

委
員
を
定
め
大
に
準
備
に
尽
力
せ
り
。
規
則
書
左
の
如
し
。
…

　

第
九
条　

学
科
左
の
如
し

　
　
　
　

国
語
科

　

日
本
文
学
史　

日
本
文
典　

十
訓
抄　

枕
草
子　

今
昔
物
語

　
　
　
　

漢
文
科

　

支
那
文
学
史　

経
史
子
解
題　

韓
非
子
（
抜
萃
（　

孟
子
（
抜
萃
（　

唐
宋
八

家
文
（
抜
萃
（　

史
記
（
抜
萃
（

　

会
長　

文
学
博
士　

三
嶋
毅

　

国
語
科
受
持
講
師　
　
　
　
　
　
　
　
（
姓
名
イ
ロ
ハ
順
（

　
　

第
一
高
等
学
校
教
授　
　
　
　
　
　

今
井
彦
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

落
合
直
文

　
　

二
松
學
舍
講
師　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋
万
次
郎

　
　

高
等
師
範
選
科
卒
業　
　
　
　
　
　

山
根
勇
蔵

　
　

文
科
大
学
生　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
豆
沢
英
男

　

漢
文
科
受
持
講
師　
　
　
　
　
　
　
　
（
姓
名
イ
ロ
ハ
順
（

　
　

学
習
院
教
授　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
田
精
一

　
　

日
本
中
学
校
／
国
民
英
学
会
講
師　

池
田
四
郎
次
郎

　
　

二
松
學
舍
講
師　
　
　
　
　
　
　
　

本
城
蕡

　
　

暁
星
学
校
講
師　
　
　
　
　
　
　
　

久
保
輗
次
郎

　
　

青
山
学
院
／
海
城
学
校
講
師　
　
　

斎
藤
良
一

　
　

國
學
院
／
日
本
中
学
校
講
師　
　
　

宮
内
默
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

信
夫
恕
軒

　
　

幹
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤
信
太
郎

　
　

幹
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
川
早
水

　

明
治
卅
四
年
七
月

　
　
　
　
　

東
京
市
麹
町
区
一
番
町
四
十
六
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
松
學
舍
夏
季
講
習
会

（（　
『
学
友
会
誌
』
第
十
輯
（
明
治
三
十
四
年
（
に
「
○
加
藤
信
太
郎　

氏
も

郷
里
の
諸
同
氏
と
共
に
請
願
書
を
議
会
へ
提
出
せ
ん
と
の
計
画
あ
り
き
。」

と
あ
る
。

（（　

明
治
三
十
一
年
（
一
九
九
八
（
の
日
記
（「
戊
戌
十
一
月
日
誌
」（
に
、
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（
十
一
月
（
二
十
八
日　

鍋
島
方
休
業
○
写
詩
経
私
記
○
…

　
　
（
十
二
月
（
一
日　

朝
赴
鍋
島
（
朝
赴
有
信
舘
分
教
場
（、
写
詩
経
私
記
。

　

と
あ
り
、
三
十
三
年
の
日
記
（「
負
笈
日
録
」（
の
六
月
に
は
、

　
　

一
日　

下
午
赴
鍋
島
家
。
公
子
有
事
休
講
。
夜
金
井
郁
文
君
来
晴
。

　
　

  

二
日　

下
午
赴
鍋
島
家
。
夜
与
小
川
野
村
二
子
訪
金
井
郁
文
君
於
飯
田

街
。
至
城
学
院
共
観
三
番
街
夜
市
…

　
　

三
日　

午
前
八
時
赴
鍋
島
家
。
下
午
二
時
半
、
中
野
吉
甫
書
到
吉
甫
。
…

　

と
ほ
ぼ
毎
日
出
講
し
て
い
た
。

（（　

塾
頭
就
任
の
正
確
な
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、『
学
友
会
誌
』
第
十
一
輯

（
明
治
三
十
五
年
（
の
「
会
員
名
簿
」
に
、「
二
松
學
舍　

塾
頭　

加
藤
信
太

郎
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
渡
清
に
つ
い
て
は
、

　
　

  

○
加
藤
信
太
郎　

氏
は
四
月
中
に
王
父
を
喪
は
れ
一
時
帰
郷
致
し
居
ら
れ

し
も
、
先
月
飄
然
と
行
李
を
治
め
支
那
に
遊
ば
れ
た
り

　

と
あ
り
、
第
十
二
輯
（
明
治
三
十
六
年
（
に
、

　
　

  

○
加
藤
信
太
郎　

氏
は
昨
年
七
月
渡
清
上
海
附
近
を
漫
遊
せ
ら
れ
し
が
微

恙
を
得
た
り
。
帰
朝
暫
く
長
崎
な
る
其
温
泉
に
入
浴
せ
ら
れ
し
が
再
び
渡

清
の
途
に
就
か
れ
た
り
。
其
の
後
消
息
は
未
だ
之
を
聞
か
ず
。

　

と
あ
る
が
、「
消
息
」
に
つ
い
て
は
「
住
居
異
動
」
項
に
「
清
国
上
海
英
租

界
新
馬
路
華
安
里
七
〇
三
翻
訳
出
版
会
社　

加
藤
信
太
郎
」
と
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
そ
し
て
第
十
四
輯
に
、

　
　

○
加
藤
信
太
郎　

氏
は
去
春
清
国
よ
り
帰
朝
九
州
四
国
を
跋
渉
せ
ら
れ
年

末
に
帰
郷
せ
ら
れ
た
る
由

　

と
あ
り
、「
転
居
」
項
に
「
陸
前
遠
田
郡
涌
谷　

加
藤
信
太
郎
」
と
掲
載
さ

れ
て
い
る
。

（（　
『
学
友
会
誌
』
第
二
十
八
輯
（
明
治
四
十
五
年
（
に

　
　

  

○
加
藤
信
太
郎　

氏
は
久
く
故
山
に
帰
臥
せ
ら
れ
し
も
、
今
春
三
月
備
前

閑
谷
黌
に
聘
せ
ら
れ
赴
任
せ
ら
れ
た
り
。
…

　

と
あ
り
、
同
誌
第
三
十
輯
（
大
正
二
年
（
の
「
会
員
名
簿
」
に
は
「
宮
城
県

涌
谷　

加
藤
信
太
郎
」
と
あ
る
た
め
、
一
年
足
ら
ず
で
帰
郷
し
た
の
で
あ
ろ

う
。

（（　
『
学
友
会
誌
』
第
三
十
三
輯
（
大
正
四
年
（
に
、

　
　

  

○
加
藤
信
太
郎　

氏
は
河
野
氏
辞
任
の
後
を
襲
ぎ
て
阿
波
富
岡
中
学
に
赴

任
せ
ら
れ
た
り
。

　

と
あ
る
も
、
同
誌
第
三
十
八
輯
（
大
正
七
年
（
の
「
会
員
名
簿
」
に
は
「
宮

城
県
涌
谷　

加
藤
信
太
郎
」
と
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
の
消
息
の
記
事

は
な
く
、『
二
松
学
報
』
第
四
輯
（
大
正
十
年
（「
会
員
名
簿
」
末
に
「
死

亡
」
と
し
て
「
加
藤
信
太
郎
氏　

本
年
七
月
死
亡
」
と
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（（　
『
日
本
漢
文
学
研
究
』
第
１
３
号
／
二
松
學
舍
大
学
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合

研
究
所
日
本
漢
文
教
育
研
究
推
進
室
／
平
成
三
十
年
三
月

（（　
「
大
学
」
末
に
「
二
十
四
年
十
月
廿
五
日
」
と
あ
る
。

（（　

久
保
檜
谷
『
論
語
』
講
義
に
つ
い
て
は
、
復
斎
の
日
記
『
為
春
堂
日
誌
』

の
明
治
二
十
八
年
四
月
に
記
さ
れ
、
旧
蔵
資
料
に
も
明
治
二
十
八
年
か
ら
二

十
九
年
（
一
八
九
五
～
九
六
（
頃
の
講
義
筆
記
が
あ
る
。

（0　

孟
子
〔
講
義
〕　
〔
三
島
中
洲
述
〕　

加
藤
復
斎
録　

加
藤
復
斎
自
筆
本　

仮
綴
一
冊　

復
斎
５
２
６

　
　

外
題
（
表
紙
打
付
書
（「
孟
子
公
孫
丑
上
」
又
「
戊
戌
六
月
十
七
日
夜
草

了
／
二
松
黌
柳
北
塾　

加
藤
信
」（
戊
戌
＝
明
治
三
十
一
年
（。




